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シ
ョ
的
な
や
り
方
で
、
自
衛
隊
の
海

外
派
兵
の
突
破
口
を
開
く
よ
う
な
や

り
方
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
」
と
、

痛
烈
に
政
府
を
批
判
し
た
。

醤
直
人
さ
ん
(
社
民
連
・
衆
)
は

「
民
間
機
か
ダ
メ
な
ら
自
衛
隊
機
と

ニ
者
沢
一
の
選
訳
を
す
る
の
で
は
な

く
、
パ
ス
で
の
陸
よ
輸
送
や
ヨ
ル
ダ

ン
航
空
の
支
援
、
海
上
保
安
庁
の
淘

院
及
び
参
議
院
議
長
④
軍
高
裁
判
所
か
ら
の
輸
送
な
ど
他
の
方
法
も
考
え

長
官
⑤
内
閣
総
理
大
臣
又
は
前
二
一
号
る
べ
き
だ
。
他
国
か
ら
の
要
請
に
応

に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者

Hと
定
め
え
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
自
士
在

ら
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
、
法
を
の
あ
る
動
き
と
そ
が
問
わ
れ
る
。
い

ね
じ
ま
げ
て
ま
で
も
自
衛
隊
の
海
外
ま
、
日
本
全
体
で
徹
底
的
に
議
論
す

派
遣
の
強
行
と
し
か
思
え
な
い
。
と
る
こ
と
が
大
切
」
。
古
川
太
三
郎
さ

の
よ
う
な
政
府
の
や
り
方
に
対
し
ん
(
連
合
・
参
)
は
「
戦
争
に
使
、
っ

て
、
各
党
か
ち
早
期
停
戦
の
実
現
と
支
優
に
は

Hノ
l
H
と一言
、つ
べ
き
。

国
民
、
国
会
を
無
視
し
た
自
衛
隊
機
第
二
次
世
界
大
戦
の
悲
惨
忘
体
験
を

派
遣
、
用
途
に
条
件
な
し
の
追
加
援
い
ま
生
か
さ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で

助
は
認
め
ろ
れ
な
い
、
と
い
う
発
言
一
日
本
が
何
の
た
め
に
努
力
し
て
来
た

が
相
次
い
だ
。
の
か
わ
か
ち
な
い
。
金
は
戦
争
停
止

乙
の
目
、
た
だ
一
人
の
女
性
議
員
の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
」

の
山
中
郁
子
さ
ん
(
共

・
参
)
は
↓
イ
公
明
党
は
、
党
決
議
が
出
て
い
な

ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
侵
攻
は
許
せ
い
の
で
個
人
的
な
意
見
と
し
て
、
山

な
い
が
、
世
界
と
国
連
の
平
和
の
願
口
那
津
男
さ
ん
(
衆
)
が
述
べ
た
。
「
武

い
を
無
視
し
て
、
戦
争
を
急
い
だ
ア
力
行
使
に
加
担
す
る
政
府
の
行
為
は

メ
リ
カ
に
も
寅
任
が
あ
る
。
追
加
支
許
さ
れ
な
い
が
、
難
民
や
湾
岸
地
域

援
は
事
実
上
の
戦
費
負
担
で
、
日
本
国
へ
の
援
助
は
積
極
的
に
や
る
べ
き

国
憲
法
に
反
す
る
も
の
。
こ
の
負
担
だ
。
ま
た
、
武
力
行
使
が
始
ま
っ
て

は
消
費
税
で
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
国
か
ら
国
連
の
動
き
が
表
面
に
出
て
い

民
生
活
を
一
一
層
苦
し
い
も
の
に
す
な
い
が
、
安
保
理
を
中
心
に
強
い
イ

る
。
自
衛
隊
機
派
遣
は
、
政
府
は
法
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
、
戦
況
の

の
改
正
も
せ
ず
、
国
会
に
も
か
け
ず
報
告
を
求
め
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る

ク
ー
デ
タ
ー
的
に
や
ろ
う
と
し
て
い
乙
と
が
国
連
の
決
議
の
範
囲
か
ど
う

る
。
国
民
の
意
思
に
反
し
た
フ
ァ
ッ
か
議
論
の
狙
上
(
そ
じ
よ
う
)
に
の

3

ぼ
ら
せ
、
即
時
停
戦
・
平
和
を
ど
ん

な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
も
行
う
よ

う
要
求
し
て
い
く
と
と
。
そ
れ
に
わ

が
国
が
消
極
的
で
あ
っ
て
は
な
ろ
な

い」
o
社
会
党
の
川
崎
賢
治
さ
ん
(
衆
)

は
、
「
昨
年
の
国
連
総
会
で
米
・
ソ

が
国
連
を
強
化
し
て
い
乙
っ
と
奮
い

あ
っ
て
、
そ
の
方
向
に
進
ん
で
い
る

の
に
、
武
力
の
一方
向
に
進
ん
だ
の
は

残
念
だ
。
一
日
も
早
い
停
戦
を
。
そ

の
た
め
に
圏
内
の
反
戦
へ
の
力
の
結

集
が
大
切
。
地
方
国
治
レ
ベ
ル
で
は

三
鷹
市
が
停
戦
要
求
の
決
議
を
行
っ

た
が
、
国
会
も
野
党
と
話
し
あ
い
停

戦
要
求
の
決
議
を
と
り
た
い
。
自
衛

隊
機
、
多
国
籍
箪
へ
の
支
媛
は
認
め

ら
れ
な
い
が
、
日
本
国
憲
法
が
平
玄
ロ

と
し
た
活
動
、
難
民
や
医
療
面
で
は

積
極
的
な
支
寧
管
す
べ
き
で
、
全
力

を
あ
げ
て
や
る
」
と
一
報
告
。

政
府
の
独
断
に
怒
り

$ヒヴシマlレ圃且時式会H

左から、川崎、山口、山中、菅、石川さん

金
は
停
戦
の
た
め
に
使
お
う

二
十
四
日
午
後
、
東
京
・
永
田
町
の
織
員
会
館
で
、
無
党
派
の
女
性

・
市
民
団
体
二
+
団
体
で
組
織
す
る
国

連
平
和
協
力
法
案
に
反
対
す
る
会
が
、
「
国
連
平
和
協
力
検
討

2
2」
を
開
き
、
戦
争
へ
の
協
力
を
取
り
止
め
、

即
時
停
戦
に
向
け
た
外
交
努
力
を
政
府
に
求
め
る
決
議
を
行
っ
た
。
政
府
の
、
湾
岸
戦
争
支
援
方
針
が
決
ま
っ

た
日
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
約
二
百
人
が
参
加
。
ィ
ス
が
足
り
ず
に
立
っ
た
ま
ま
や
床
に
座
り
込
む
人
も
出
る

ほ
ど
盛
り
あ
が
っ
た
。

同
会
は
、
昨
年
の
国
連
平
和
協
力

法
案
に
反
対
し
て
一
結
成
さ
れ
た
も
の

で
、
十
一
月
七
日
に
岡
場
所
で
二
十

七
人
の
国
会
議
員
を
招
い
て
意
見
を

聞
く
会
を
開
い
た
。
そ
の
集
会
で
H

イ

ラ
ク
・
中
東
の
平
和
外
交
に
よ
る
問

題
解
決
を
求
め
る
μ
決
議
を
採
択
し
、

各
党
に
対
応
策
を
求
め
た
。
以
降
、

各
政
党
の
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
か
聞
く
会
を
準
備

中
だ
っ
た
。
そ
こ
に
、
平
和
憲
法
も

日
本
の
法
体
系
も
無
視
し
た
政
府

の
、
多
国
籍
軍
に
九
十
億
ド
ル
支
媛
、

自
衛
隊
輸
送
機
の
派
遣
と
い
う
方
針
も
、
政
府
は
用
途
に
関
し
て
条
件
を

が
打
ち
出
さ
れ
、
急
き
ょ
各
政
党
に
つ
け
な
い
と
い
う
。
ミ
サ
イ
ル
で
も

湾
岸
戦
争
に
対
す
る
姿
勢
を
聞
く
会
弾
薬
に
で
も
使
っ
て
い
い
と
い
う
の

と
な
っ
た
。
出
席
し
た
の
は
社
会
、
だ
。
さ
ら
に
、
国
の
最
高
機
関
で
あ

公
明
、
共
産
、
社
民
連
、
連
合
で
自
る
国
会
審
議
は
後
回
し
に
し
て
、
密

民
党
は
党
大
会
の
た
め
欠
席
、
民
社
霊
協
議
で
決
め
、
先
に
国
際
的
に
約

党
も
欠
席
し
た
。
東
を
す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
た
。

九
十
億
ド
ル
、
日
本
円
で
一
兆
二
千
自
衛
隊
機
の
派
遣
も
同
様
で
、
国

億
円
。
庶
民
に
と
っ
て
は
想
像
す
ら
会
の
決
議
が
不
要
の
「
政
令
改
正
L

で
き
な
い
額
だ
。
身
近
な
も
の
で
単
と
い
う
国
民
を
無
視
し
た
や
り
方
で

純
計
算
を
す
る
な
ら
老
若
男
女
合
め
強
行
し
た
。
政
府
は
、
自
衛
隊
法
の

て
、
国
民
一
人
当
り
一
万
円
。
四
人

λ
δ
条
の
五
H
長
官
は
、
国
の
機

家
族
な
ら
四
万
円
に
も
な
る
。
し
か
関
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
場
合
に
は
、

航
空
機
に
よ
る
国
賓
、
内
閣
総
理
大

臣
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
の
輸
送

が
で
き
る
H
の
そ
の
他
に
難
民
を
加

え
た
の
だ
が
、
自
衛
隊
施
行
令
一
二

六
条
一
六
項
で
H
「
そ
の
他
政
令
で

定
め
る
者
」
と
し
て
、
①
天
皇
及
び

皇
族
②
国
賓
に
準
ず
る
貧
客
③
衆
犠

a 

アメリ力の不戦兵士の会員も
戦争反対をアピール

続
い
て
、
主
催
団
体
と
参
加
者
か
う
に
な
っ
て
も
税
金
手
誌
わ
な
い
よ
る
の
で
、
そ
れ
を
主
張
し
て
ア
ジ
ア
犯
罪
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。
ま
た
、
ュ
。
明
治
公
園
で
は
「
湾
岸
戦
争
反

ち
の
発
言
が
あ
っ
た
。
う
に
す
る
」
と
戦
争
反
対
、
政
府
の
の
国
と
乏
を
と
り
あ
っ
て
平
和
へ
の
発
言
の
中
に
は
、
「
一
番
聞
い
て
も
対
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
戦
争
協
力
許
す

雑
誌
「
あ
ご
ち
」
の
代
表
は
、
「
十
独
断
的
な
や
り
方
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
道
を
探
っ
て
欲
し
い
」
(
草
の
実
会
)
ち
い
た
い
自
民
党
、
民
社
党
が
来
な
な
一
・
一
一
六
中
央
集
会
」
。
一
万
五

七
日
に
は
泣
い
た
。
抗
織
の
焼
身
自
る
。
「
私
た
ち
の
税
金
を
使
っ
て
箪
と
い
い
、
ア
メ
リ
カ
に
日
本
は
何
も
い
の
は
残
念
だ
」
の
声
も
。
千
人
が
参
加
し
、
イ
ラ
ク
大
使
館
、

殺
す
る
し
必
な
い
と
思
っ
た
ほ
ど
備
し
、
イ
ラ
ク
の
子
供
た
ち
を
殺
す
し
な
い
と
言
わ
れ
る
と
、
政
府
は
言
う
他
の
議
員
は
、
明
白
か
ら
始
ま
る
ア
メ
リ
カ
大
使
館
、
首
相
官
邸
へ
デ

だ
。
一
分
一
秒
戦
争
が
続
け
ば
、
そ
の
だ
。
親
の
立
場
と
し
て
や
り
切
れ
が
、
日
本
は
膨
大
な
基
砲
と
そ
れ
に
国
会
の
用
意
の
た
め
と
中
座
し
た
モ
。
港
区
の
複
町
公
園
で
は
「
ピ
l

れ
だ
け
人
命
が
失
わ
れ
る
。
停
戦
に
な
い
。
親
虫
戸
宇
佐
全
国
の
世
論
と
し
伴
う
経
費
を
払
っ
て
い
る
。
が
、
山
中
さ
ん
は
属
国
後
ま
で
残
り
参
ス
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
「
平
和
遺
族

な
っ
て
も
人
々
の
心
の
中
に
は
深
い
て
高
め
て
い
く
」
(
日
生
協
)
。
「
サ
実
際
に
戦
争
を
体
験
し
た
こ
と
の
加
者
の
声
に
耳
を
領
切
た
。
会
」
な
ど
三
十
を
超
え
る
団
体
約
千

傷
が
残
る
与
と
即
時
停
戦
を
求
め
た
。
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
反
戦
デ
モ
に
お
あ
る
不
戦
兵
士
の
会
か
ら
は
、
一
国
最
後
に
、
「
日
本
政
府
は
、
外
交
人
が
参
加
。
防
衛
庁
、
ア
メ
リ
カ
大

Y
W
C
Aの
代
表
は
、
「
私
た
ち
の
い
が
参
加
し
た
時
、

M

日
本
は
何
を
の
問
題
で
は
な
く
人
類
の
問
題
と
、
努
力
に
よ
っ
て
湾
岸
戦
争
の
即
時
停
使
館
に
デ
モ
。
こ
の
日
は
中
、
高
生

手
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
派
遣
や
や
っ
て
い
る
の
ず
と
聞
か
れ
、
媛
ア
メ
リ
カ
の
不
戦
兵
士
の
会
員
も
参
戦
の
努
力
を
。
多
国
籍
軍
の
協
力
を
の
集
会
も
あ
っ
た
。

追
加
支
緩
が
決
め
ち
れ
て
し
ま
っ
。
法
を
守
っ
て
い
る
H

と
い
っ
た
ら
H

そ
加
。
「
戦
争
は
ど
ん
な
ま
や
か
し
の
止
め
資
金
の
提
供
、
自
衛
隊
の
一
海
外
な
お
、
「
日
本
は
乙
れ
で
い
い
の

殺
す
と
と
に
加
担
す
る
金
が
税
金
で
れ
で
い
い
H

と
い
わ
れ
た
。
憲
法
を
守
言
葉
を
使
っ
て
も
、
自
分
た
ち
の
梅
派
兵
は
し
な
い
と
と
」
な
ど
の
決
磯
か
市
民
連
合
」
は
、
一
月
二
十
七
日

支
払
わ
れ
る
の
な
ら
、
私
は
ど
の
よ
る
と
い
う
乙
と
で
済
む
と
こ
ろ
が
あ
利
の
た
め
の
戦
い
で
あ
り
、
戦
争
は
房
擦
摂
し
た
の
に
渋
谷
の
宮
下
公
園
で
集
会
、
デ
モ
、
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ま
た
「
ダ
イ
よ
し
た
い
市
民

{

た
ち
」
は
二
月
二
日
出
午
後
三
時
か

を
く
り
広
げ
た
。
ら
国
会
議
事
堂
前
で
戦
争
即
時
停
止

団
体
に
属
さ
な
い
女
性
た
ち
も
、
を
求
め
る
ダ
イ

・
イ
ン
を
企
画
し
て

行

使

は

許

さ

な

い

自
分
た
ち
の
一
住
む
地
域
差
で
小
デ
い
る
o
連
絡
先
?
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モ
、
署
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と
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ど
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発
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白
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E
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夜
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道
喜

1
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6
4
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キ
パ
)
。

tJ刷
E
E
E
t引
r
Jん

Amzν
む

J
Eゴ
F
日

円

さ
な
い
女
た
ち
の
連
絡
釜
石
国
会
一

|

|

i

-

!

ー
ー
ー

鯖
願
に
は
、
緊
急
の
行
動
だ
っ
た
に
一
台
食
会
天
候
の
せ
い

各
女
性
団
体
と
も
、
声
明
等
を
発
会
国
労
働
組
合
総
連
合
婦
人
部
な
ど
全
箇
的
に
支
持
し
、
前
国
会
で
の
政
も
か
か
わ
ら
ず
約
三
百
人
の
女
性
が

ご

斗

ジ

か
野
菜
が
高
い
。
ち
ょ

表
、
湾
岸
戦
争
に
反
対
し
て
い
る
が
、

=
干
一
団
体
は
、
個
別
に
各
団
体
等
府
答
弁
を
ひ
る
が
え
し
、
戦
争
支
援
参
加
し
た
。
広
島
で
は
小
学
校
五
年

二
日
限
一

っ
と
霊
が
ほ
し
か
っ

共
通
す
る
の
は
①
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
で
声
明
を
出
し
た
ほ
か
に
、
共
同
で
の
た
め
の
多
額
の
金
、
自
衛
隊
機
派
の
児
童
約
三
十
人
が
原
爆
慰
霊
碑
前

二

&r一
た
の
だ
が
、
小
さ
な
一

l
ト
侵
略
は
許
す
と
と
が
で
き
ず
早
二
十
五
日
、
女
性
の
み
な
さ
ん
へ
の
遣
を
決
め
た
こ
と
を
絶
対
許
さ
な
い
で
「
湾
岸
戦
争
反
対
」
で
座
り
こ
み
。
一

一一

V
一
束
が
一
言
円
も
し
て
パ

期
撤
退
を
求
め
る
②
し
か
し
、
ア
メ
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
。
日
本
政
府
、
自
と
声
明
。
二
十
六
日
に
は
有
楽
町
マ
ク
ラ
ス
会
で
皆
で
何
か
で
き
な
い
主

「

巳

カ
ら
し
く
な
っ
て
見
送

リ
カ
が
正
畿
の
名
の
も
と
、
軍
事
力
民
党
が
、
ア
メ
リ
カ
の
武
力
行
使
を
リ
オ
、
ζ
別
で
街
頭
宣
伝
と
デ
モ
な
ど
と
話
し
あ
つ
た
結
果
と
|
|
。
一

一日』“刈一

り
。
果
物
を
少
々
カ
ゴ

で
攻
撃
し
た
の
は
絶
対
裂
蜘
容
白
問
認
略
で
き
主

白!
i

l

.

}

週
来
の
ニ
土
ハ
日
は
集
会
ラ
ツ
シ
一

f
l
tに、

に
入
れ
て
レ
ジ
へ
九
。
顔

い
毎
露
量
争
に

B加事事る
言
毒
な
昔
鐙
白
炉

反

戦

宣

三

言

一

目

口

都

市
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採

択

週

習
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喝

べ

吋

味予臨
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闘

動
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ττ
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レ
包
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お
の
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喜
性
祭
が
?
ご
;
、44i
チ雪雲EラZフzと

に
絶
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反
露
対
④
富
自
星
衛
震
隊
機
警
の
派
遺
需
に

l
J
i
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-:i一1↑

断

E固震
反
ー
で
き
。

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

市

議

会

通

時

一

臨

め

一
「
裏
話
い
ね
え
」
「
高
い
の
、

目
薬
会
者
同
盟
、
日
本
キ

ιah恥魁
リ

一

困
っ
ち
ゃ
完
」
。
全
く
、
レ
ジ
を

リ
ス
ト
教
女
蓄
雲
、
白
本
キ
リ
サ
ン

2
2
2号
、

で

二

番

国
会
へ
請
願
す
る
女
た
ち

(お
日
)

お
日
、
女
た
ち
の
デ
モ
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ど

ιな
当
官
・
4

ー
が
あ
る
の
?

女
性
た
ち
の
芦
に
、

簡
潔
に
お
答
え
し
ま
す
。

@
ヘ
ア
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
圃
闘
闘
聞
圃
圃

健
康
で
若
々
し
い
髪
を
保
つ
!
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
あ
な
た
の
髪
の
症
状
に

合
わ
せ
て
コ
ー
ス
を
設
定
。
最
新
機
器
に
よ
り
、
日
常
の
へ
ア
ケ
ア
で
は
な
か
な
か
で

き
な
い
脱
毛
予
防
、
脊
毛
促
進
を
行
い
ま
す
。

@
へ
穴
フ
ラ
ス
シ
ス
テ
ム
・
・
園
田
園
田
・

髪
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
出
な
く
な
っ
た
方
、
薄
毛
が
気
に
な
り
だ
し
た
方
に
最
適
の
、
増

毛
シ
ス
テ
ム
で
す
。
自
毛
を
活
か
し
な
が
ら
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な
だ
け
増
や
せ

ま
す
か
ら
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
ナ
チ
ュ
ラ
ル
。

@
ヘ
ア
プ
ラ
ス
シ
ス
テ
ム
箇
盟
関
園
闘
図

と
り
ひ
と
り
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
て
丁
寧
に
お
作
り
す
る
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
品
で
す
。
白
髪
や
髪
の
太
さ
も
忠
実
に
再
現
で
き
る
の
で
、
年
齢
に
ふ
さ
わ
し

い
自
然
な
印
象
。
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
万
全
の
体
制
で
す
。
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一

i
ル
中
萄
は
性
絡
に
欠
点
が
あ
る
と
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
、
肉
体
的
、
「
家
族
が
い
く
ち
ア
ル
コ
ー
ル
を
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
言
わ
れ
な
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
中
寄
に
な
る
前
に

川

一

k

か
、
道
徳
的
観
念
が
な
い
と
か
い
い
精
神
的
、
感
情
的
な
病
気
で
、
家
族
捨
て
て
も
ダ
メ
O

H

煙
車
を
買
っ
て
い
先
に
文
句
を
つ
け
ま
す
o

n
ど
う
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
の
も
原
因
の
一

川

川

一

プ

=

ご

/

レ

/
ま
菜
、
こ
れ
携
を
の
だ
と
い
の
理
解
と
愛
情
が
も
っ
と
も
必
要
く
る
与
っ
て
出
て
行
っ
て
パ
ー
し
て
ソ
フ
ァ
は
そ
こ
に
あ
る
ん
だ
つ
で
す
。
夫
は
極
端
に
内
気
な
人
で

川

⑬

一

一

一

J
一三

戸

z
y
司
〉¥
l
/
/

う

こ

と

を

納

得

さ

せ

る

の

で

す

。

ひ

に

行

き

飲

ん

で

し

ま

っ

。

金

が

な

く

J
い
つ
も
そ
乙
に
あ
る
の
に
ね
。
し
た
。
人
と
話
す
時
に
は
ア
ル
コ
1

川

州

司

一

二

一

二

三

叶

於

ん

/

ど
く
な
る
と
、
意
識
不
明
に
な
る
こ

?

な
る
と
台
所
の
酒
は
お
ろ
か
、
香
水
そ
し
て
震
に
は
遥
の
も
の
は
、
長
ま
な
け
れ
ば
ダ
メ

0
2
川

川

u
J

一

勺

グ

ー

レ

γ恒
1

i

/

/

と
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
一
般
的

b
h
q

ま
で
飲
ん
で
し
ま
っ
た
人
も
い
る
の
誰
も
オ
レ
の
と
と
な
ん
か
分
ち
な
う
の
に
も
、
全
ず
飲
ん
で
か
ろ
、
何

川

川

一

れ

一

¥

吋

d
r訓
一
一
一

に
家
族
は
病
気
だ
と
み
な
し
て
い
ま

‘

川

ト

E
で
す
か
ら
。
中
毒
に
な
る
と
ウ
イ
ス
い
。
や
っ
ぱ
り
飲
ま
な
き
ゃ
だ
め
だ
を
す
る
に
も
飲
ん
で
か
ら
で
し

川

川

ブ

一

ο

ご

」

]

」

二

せ
ん
。
家
族
は
、
邪
魔
に
な
る
、
恥

全

日

空

キ
ー
な
ど
で
は
弱
す
ぎ
る
と
、
純
粋

J
。
乙
ん
美
容
人
は
何
も
た
」

川

一

。

t
f
γ
¥喜

一

こ

か
し
い
厄
介
者
だ
と
思
い
ま
す
。

品

川

女

の

ア

ル

コ

ー

ル

良

直

川

内

清

反

応

字

。

別

居

飲

む

と

金

が

た

り

な

く

な

る

、

生

川

川

子

一

行

斗

1
¥~
車
を
ぶ
つ
け
な
い
か
と
か
、
奥
さ

い

L

]

圏

E

・E
・-R割富
豪

族

に

渡

さ

な

い

、

婆

;

川

℃

一

/
/

(

¥

¥

ん
と
ケ
ン
カ
し
な
い
か
と
、
面
す
る

虚

削

滝

う

髄

圃

園

周

組

.

.

.

.
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鵬

砧

ぷ

リ
く
る

が
働
者
出
す
の
を
い
い
と
と
に
し
て

川

川

計

一

市

」

』
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l

Y
1
パ

¥

盟

岨
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s

歯

・

・

圃

窃

圃

・

・

・
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圃

朝

一

一て
Jr
作品
ゼ
よ
あ

美

一

『
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「
」
一

コ

-
7
1
¥

わ
け
で
す
が
、
病
気
で
す
か
ら
直
接

d
-
旧

喝

臨

・

圃

圃

舵

圃

・

・

・

圃

司

甥

Y
島民
h

ン
「
て

彼
は
飲
み
つ
づ
け
苧
|
。
「
と
の

川

川

報

一

亡

し

よ

一

証

%

以

一

段

院

長

と

時

圃

閉

園

調

端

盤

圃

雪

古

川

町

刊

誌

刊

誌

臼

村

山

川

ノ

一

新

政

府

の

約

束

に

お

?

を

指

導

す

る

団

体

3
0
Mア
ル

日

記

詰

号

厚

毒

.

欄

幽

圃

臨

機

命

閤

信

長

持

品

川

品

川

川

S
一
ン
フ
レ
は
十
号
一
夜
、
十
一
月
コ
l
リ

ズ

ム

ア

ノ

ニ

モ

ニ

軽

量

患

者

毒

量

産

三

角

中

園

国

国

喝

容

閣

寺

く
れ

L
E求め
る
き
に
な

川

川

露

一
は
一
一
場
、
衣
類
、
靴
、
短
気
器
具

A

A
)
と
い
『
つ
名
前
で
あ
る
。
た
信
号
、
人
民
主
明
け
ち

H
E
し

園

周

凶

・

・

園

周

れ

耕

民

同

制

ぷ

引

り
ま
す
」

州

川

島

一

S

一
な
ど
ど
ん
ど
ん
票
者
、
庶
民
の
ま
た
ま
、
先
日
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
患
れ
ず
、
家
族
は
カ
イ
コ
の
ょ
っ
に
マ

加

畑

コ

y
岨

圃

濯

・

・

・

閉

院

け

レ

匙

富

島

間

闘

の

l
し

「
二
十
四
時
間
、
一
滴
も
飲
ま
な

川

語

宣

一

au--
・

園

田

E園
圃

園

田

E
P
E
B
・E
・-E麗
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顔

川

海

U
4

一
生
活
は
相
変
色
ず
苦
し
い
。
誘
拐
事
者
を
夫
に
持
ち
な
が
ら
、
そ
の
団
体
ユ
の
中
に
閉
じ
こ
も
る
よ
う
に
な
り

E，
-

一

-

-

-

-

-

・

圃

圃

圃

圃

圃

圃

翻

乙

h

け
れ
ば
勝
利
子
。
愚
初
の

4
H
川

川

清

と

一
件
が
毎
日
起
っ
て
い
て
金
持
ち
の
で
一
人
で
も
中
毒
者
を
少
fよ
く
し
よ
ま
す
。
ぞ
れ
が
、
各
団
体
操
て

4

』

、

幽

・

・

・

・

圃

圃

圃

圃

圃

圃

圃

醐

A
さ
い

が
一
番
危
険
で
す
。
一
口
飲
む
と
、

川

川

叶

盛

一
事
業
家
が
狙
わ
れ
、
本
人
や
家
族
の
う
と
献
身
的
に
働
い
て
い
る
ジ
ゼ
リ
自
分
の
マ
ユ
を
一
破
る
さ
つ
に
な
り
ま

y
u
コ

闇

・

・

・

・

・

圃

・

・

圃

圃

醐

“

も
う
己
、
己
と
や
め
る
乙
と
が

川

川

阿

川

槌

一
一
員
が
や
ら
れ
て
い
る
O

H

あ
あ
、
さ
ん
(
六
三
)
に
会
っ
た
。
苗
字
は
匿
名
す
。
こ
の
団
体
の
シ
ン
ボ
ル
は
蝶
々

P
A
t
l
Eレ

aa-----------------園田
園
田

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
夫
は
二
十
五

川

川

一

一

昌

一
金
持
ち
で
な
く
て
よ
か
っ
た
グ

と
に
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
会
で
す
が
、
蝶
々
は
再
生
の
象
徴
で
す
」

胆

ヨ

y
り
、
肝
臓
を
や
ら
れ
死
に
至
り
ま
す
」
す
る
と
か
葬
品
る
と
か
き
か
し
年
間
飲
み
つ
づ
け
、
私
と
結
婚
し
て

酬

川
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安
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し

ま
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時
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「

家
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は

決

し

て
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書

室

べ

1
4
ア

ジ
ぢ
さ
合
一
干
一
一
年
間
、
ァ
て
も
ダ
メ
子
。
震
な
ん
で
す
か
二
十
一
一
年
間
飲
妻
せ
ん
で
し
た
。
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川

一

一

に
よ
く
飲
む
。
国
が
と
う
だ
か
ら
、
ず
離
婚
。
四
十
八
歳
で
ア
ル
コ
ー
ル
る
の
は
全
部
病
気
の
た
め
な
の
で
す

‘
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る
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っ
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も
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ァ
害
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ツ
コ
さ
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(
三
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前
か
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シ
ョ
的
な
や
り
方
で
、
自
衛
隊
の
商
問
い
て
主
催
団
体
と
事
加
者
か
う
に
な
っ
て
も
税
金
吾
伝
わ
な
い
よ
る
の
で
、
ぞ
れ
主
奮
し
て
ア
ジ
ア
犯
罪
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。
ま
た
、
ュ
。
明
出
公
園
で
は
「
蝿
岸
轍
争
反

外
震
の
突
出
高
く
去
琢
や
お
発
曹
が
あ
っ
た
。
う
に
す
る
」
系
金
弱
、
政
府
の
の
置
と
手
を
と
り
あ
っ
て
平
和
へ
の
発
曹
の
申
に
は
、
「
一
番
聞
い
て
も
封
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
戦
争
男
許
す

り
方
は
断
じ
て
肝
さ
れ
な
い
」
と
、
雑
低
「
受
注
〕
」
の
代
理
は
、
「
十
組
断
的
な
や
り
方
に
怒
円
垂
ぶ
つ
り
起
を
探
っ
て
酷
し
い
」
(
草
の
完
全
〉
ち
い
た
い
自
民
間
、
民
社
党
が
来
な
な
一
一
一
六
中
央
委
ロ
」
。
一
万
五

痛
烈
に
政
府
を
批
判
し
弓
七
西
に
は
泣
い
た
。
抗
醸
の
焼
豊
田
る
。
「
私
た
語
説
会
優
っ
て
置
と
い
い
、
ア
メ
リ
カ
に
日
本
は
伺
も
い
の
は
残
患
だ
」
の
声
も
。
千
人
が
参
加
し
、
イ
ラ
ク
ー
六
使
菌
、

世
直
人
さ
ん
〈
社
民
連
・
8
は
醒
す
る
し
か
な
い
と
思
っ
た
ほ
ど
側
レ
、
イ
ラ
ク
の
平
供
た
ち
亭
設
す
し
な
い
と
冨
わ
れ
る
と
、
政
府
は
寄
っ
他
の
開
聞
は
、
明
日
か
ら
一
閉
ま
る
ア
メ
リ
カ
大
使
館
、
首
相
官
邸
ヘ
デ

「
民
間
槽
が
ダ
メ
な
ら
自
画
肱
崎
と
だ
。
一
分
一
秒
輯
争
が
瞬
け
ば
、
そ
の
だ
。
朝
の
立
璃
と
し
て
一
や
り
切
れ
が
、
日
本
は
膨
大
な
纂
庖
と
そ
れ
に
園
舎
の
用
車
の
た
め
と
中
座
し
た
モ
。
磨
区
の
檀
町
公
園
で
は
「
ピ
1

二
者
沢
一
の
遺
書
茸
d
の
で
は
な
れ
だ
け
人
曲
が
央
わ
れ
る
。
霊
に
な
い
。
親
の
声
重
層
世
輪
と
し
伴
う
極
圏
ま
っ
て
い
る
。
が
、
山
申
支
は
塁
ま
で
残
り
審
ス
一
で
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
「
平
和
重

く
、
パ
ス
で
の
陸
上
爾
送
雪
ル
ダ
な
っ
て
も
人
々
の
心
の
申
に
は
探
い
て
高
め
て
い
く
」
(
日
生
協
)
。
「
サ
実
障
に
翠
歩
保
験
U
た
こ
と
の
加
者
の
聞
に
耳
を
個
け
た
。
告
」
な
ど
手
を
超
王
一
る
里
紗
T

ン
航
空
の
支
援
、
田
上
保
安
庁
の
高
閣
が
輯
る
〉
」
即
時
樺
噛
宇
晶
革
め
た
。
ン

2
7ン
シ
ス
コ
の
一
鉱
世
ア
モ
に
お
あ
る
不
戦
長
土
の
告
か
ら
は
、
一
国
軍
後
に
、
「
日
本
政
府
は
、
外
交
人
が
書
加
。
町
置
庁
、
ア
メ
リ
カ
大

院
及
び
曹
関
院
蝿
豊
百
回
暗
高
融
判
断
か
ら
の
輸
送
な
ど
他
の
方
法
も
考
え

Y
WC
Aの
代
理
は
、
「
私
た
ち
の
い
が
事
加
し
た
時
、

H

日
本
は
伺
を
の
問
題
で
は
な
く
人
知
の
聞
事
」
、
努
力
に
よ
っ
ず
書
庫
軸
争
の
即
時
停
世
阻
に
デ
モ
。
乙
の
日
は
中
、
高
生

長
官
⑥
内
閣
総
理
査
又
は
旬
弓
る
べ
き
だ
。
他
国
か
ち
の
喫
捕
に
応
手
の
と
ど
か
な
い
と
こ
ろ
で
禄
遣
や
や
っ
て
い
る
の
ず
と
聞
か
れ
、

議

ア
メ
リ
カ
の
不
戦
兵
士
百
合
員
も
曹
眼
の
努
力
を
。
多
国
描
軍
の
協
力
を
の
岨
罰
金
も
あ
っ
た
れ

に
掲
げ
る
者
に
掴
ず
る
者
H
と
定
的
え
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
自
申
座
追
加
率
持
決
め
ら
れ
て
主
虫
色
法
室
守
っ
て
い
る
d

と
い
つ
な
6
Nそ
加
。
「
職
争
は
ど
ん
な
ま
や
か
し
の
止
め
貴
金
の
復
供
、
自
画
障
の
梅
外
な
お
、
「
日
本
は
こ
れ
で
い
い
の

ら
れ
て
い
る
の
だ
。
己
れ
は
、
法
を
の
あ
る
動
き
こ
そ
が
間
わ
れ
る
。
い
鞭
す
己
と
に
加
問
ず
る
金
が
税
金
で
れ
で
い
い
H

と
い
わ
れ
た
。
憲
法
を
寺
曹
車
そ
便
っ
て
も
、
自
分
た
ち
の
梱
輯
兵
は
し
な
い
こ
と
」
な
ど
の
決
曙
か
市
民
連
合
」
は
、
一
月
二
十
七
日

ね
じ
ま
げ
て
ま
で
も
自
画
障
の
淘
外
ま
、
日
本
全
体
で
轍
底
的
に
醜
踊
す
支
払
わ
れ
る
の
な
色
、
私
は
ど
の
よ
る
と
い
う
と
と
で
商
む
と
己
ろ
が
あ
利
の
た
め
の
一
聴
い
で
あ
り
、
職
争
は
者
保
担
し
た
n

に
前
首

2
8下
公
園
で
祭
回
、
デ
モ
、

服
置
の
強
行
と
し
か
思
え
な
い
。
己
る
こ
と
が
大
切
」
。
古
川
太
三
郎
さ
一
重
華
聾
華
麗
華
聖
書
華
署
善
悪
草
書
聖
書
葺
蓮
華

3
書
事
聾
書
量
霊
童
蓮
華
草
軍
基
軍
蓄
量
轟
華
轟
蓮
華
草
話
事
蓮
華
蓮
華
聾
蓮
華
強
華
ダ
イ
・
イ
ン
専
を
し
h
h
市
、
一
一
月
三

の
よ
う
な
政
府
の
や
り
方
に
内
し
ん
(
迎
合
曹
)
は
「
軸
争
に
問
う
一

H
H
H
H
H
H
1
H
H
H
H
H
H川
川
川
川
山
山
川
山
川
山
川
閉
山
川
川
川
川
川
山
山
川
川
山
川
川
山
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
川
日
間
も
ま
た
丙
年
】
で
句
E
l
ス
イ
ン

前
日
町
議
持
躍
的
訪
問
ト
町
長
ド
ド
一

川|劉
劃
州
問
旧
制
面
刷
柵
開
制
明
判
制
馴
州
拾
い
刊
行
す
ω

護
軍
に
条
件
な
毎
週
遣
い
ま
生
か
さ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
一

臨

時

Z
て
二
心

f
A
'
'
p
u
-
P
E
圃
胆
E
目

E
z
z
y
.

ま
た
「
ダ
イ
・
ィ
、
じ
た
い
市
民

助
は
豚
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
発
曹
臼
本
が
何
の
た
め
に
買
力
し
て
来
た
一

i

i

た
ち
」
は
二
月
二
日
出
午
瞳
=
蒔
か

が

相

次

い

だ

。

の

か

わ

か

A
琢

い

。

金

は

醐

争

停

止

一

を

く

り

思

ロ

ι

5

6

圏
全
曙
事
宮
前
で
職
情
即
時
惇
止

の
山
町
長
一
円
説
法
試
抗
日
目
前
rていな一

武
力
行
使
は
許
さ
な
い

自
問
刊
誌
鞍
京
湾
目
前
官当
河
口

ラ
ク
の
ク
ウ
z
l
ト
の
世
攻
は
許
せ
い
の
で
個
人
的
な
意
見
と
し
て
、
山

一

モ

、

警

と

り

な

と

間

発

に

行

動

。

8
4
7
4
(翼
〉
、

m-i

話
料
品
目
日
銀
戸
時
持
続
段
目
一

女
性
団
体
が
相
次
ぎ
声
明

石
日
夜
間
間
銭
一バ
は
ら
は

メ

リ

カ

に

も

置

任

が

あ

る

。

趨

加

支

辞

さ

れ

な

い

が

、

難

民

や

揖

岸

地

域

一

摘

顧

に

は

、

輯

急

の

行

動

だ

っ

た

に

一

合
合
古
美
一
慢
の
せ
い

慣
は
事
実
上
の
噛
贋
負
担
で
、
日
本
国
へ
の
援
助
は
積
極
的
に
や
る
べ
き
一
各
女
性
団
体
と
も
、
声
明
専
を
発
生
国
労
働
塑
展
望
婦
人
部
な
ど
全
面
的
に
支
持
し
、
前
園
舎
で
の
政
も
か
か
わ

A
T約
一
…
盲
人
の
女
性
が

一
六
汁
ジ

か
野
草
が
高
い
。
ち
ょ

圃
憲
法
に
反
す
る
も
の
。
こ
の
負
担
弓
ま
た
、
武
力

gbp撃
っ
て
一
費
、
理
事
に
反
対
し
て
い
る
が
、
一
一
一
十
一
団
体
は
、
個
別
に
高
等
客
室
ひ
る
が
え
し
、
豊
蚤
毒
し
た
。
広
島
で
一
黒
字
校
霊

二

閉

一

っ
長
菜
が
ほ
し
か
っ

は
泊
圃
視
で
苦
レ
め
ら
れ
て
い
る
固
か
ら
国
逼
の
酌
ぎ
が
表
面
に
出
て
い
一
其
適
す
る
の
器
イ
ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
で
声
明
を
出
し
た
ほ
か
に
、
首
で
の
た
め
の
多
額
の
金
、
自
重
構
慌
の
量
約
三
十
人
が
量
慰
霊
碑
前

一
一

F
一
た
の
だ
が
、
小
さ
な
一

民
生
活
を
一
層
苦
し
い
も
の
に
す
な
い
か
、
安
保
理
事
心

政
府
の
独
断
に
怒
り

金
は
停
戦
の
た
め
に
使
お
う

二
十
四
日
午
後
、
闇
京
・
永
田
町
の
踊
副
会
館
で
、
無
党
派
の
女
性
・
市
民
団
体
て
十
閉
体
で
組
織
す
る
国

連
平
和
協
力
法
案
に
反
対
す
愛
宗
、
「
国
連
平
和
協
力
憤
酎
2
E
」
を
聞
き
、
職
争
へ
位
協
力
を
取
り
止
め
、

即
時
惇
臓
に
向
け
た
外
受
野
力
を
政
府
に
求
め
る
醍
膿
を
行
つ
弓
政
府
の
、
縄
聞
軸
争
支
岨
理
方
針
が
暁
占
っ

た
臼
と
あ
っ
て
金
唱
に
は
約
二
百
人
が
書
加
イ
ス
が
足
り
ず
に
立
っ
た
ま
ま
や
床
に
座
り
込
む
人
も
出
る

ほ
ど
盛
り
あ
が
っ
た
。

同
会
は
、
昨
年
の
国
週
平
相
協
力

法
案
に
反
対
し
ァ
、
結
成
さ
れ
た
も
の

で
、
十
一
月
七
日
に
同
塘
雨
で
二
十

七
人
の
国
会
揖
圃
を
泊
い
て
意
見
を

聞
く
告
を
閉
じ
~
。
そ
の
県
会
で
H

イ

ラ
ク
・
中
間
の
平
和
外
交
に
よ
る
問

題
解
棋
を
求
め
昌
弘
朝
者
保
問
し
、

各
党
γ片
対
応
簡
を
求
め
た
。
以
陣
、

畠
政
党
の
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
か
聞
く
舎
を
糊
弔
問

申
だ
っ
た
。
そ
己
に
、
平
和
憲
法
も

日
本
の
法
体
系
も
簡
視
し
た
政
府

の
、
多
国
面措
置
に
九
十
暗
J
支
揖
、

白
南
躍
輸
送
惜
の
眠
還
と
い
う
方
針
色
、
政
府
は
用
通
に
聞
し
て
条
件
を

が
打
ち
出
さ
れ
、
急
き
ょ
畠
政
党
に
つ
け
な
い
と
い
う
F

ミ
サ
イ
ル
で
も

湾
岸
職
争
に
対
す
る
唖
轄
を
聞
く
告
弾
離
に
で
も
憤
っ
て
い
い
と
い
う
の

と
な
っ
』匂
出
開
し
た
の
は
社
会
、
だ
さ
ち
に
、
国
の
E
m
高
曙
閣
で
あ

公
明
、
共
産
~
、
社
民
連
、
週
由
で
白
る
国
告
審
閣
は
睡
回
し
に
し
て
、
密

民
党
は
党
大
舎
の
た
め
欠
席
、
民
社
霊
協
踊
で
槙
め
、
先
に
国
際
的
に
約

覚
も
欠
席
し
た
。
間
を
す
る
と
い
う
里
撃
に
出
た

九
十
憶
ペ
日
本
円
で
一
兆
二
千
自
高
際
機
の
聞
置
も
同
植
で
、
国

瞳
円
。
庶
民
に
と
っ
て
は
怨

T
b
告
の
槙
摘
が
不
要
の
「
政
令
改
正
」

で
き
な
い
額
だ
。
島
近
な
h
の
で
単
と
い
う
国
民
を
踊
視
し
た
や
り
方
で

純
計
算
を
す
る
な
ら
喜
若
男
女
合
め
強
行
し
た
。
政
府
は
、
自
商
障
法
の

て
、
国
民
一
人
当
り
一
万
円
。
四
人

4

只
渠
の
五
H
長
官
は
、
国
の
一
槽

家
族
な
ら
同
万
円
JLも
な
る
。
し
か
閲
か
角
低
顧
の
あ
っ
た
噛
告
に
は
、

航申商
慣
に
よ
る
国
費
、
内
閣
総
璽
大

臣
早
め
拍
板
骨
で
定
め
る
者
の
輸
送

が
で
き
る
H
の
で
の
他
に
離
民
を
加

え
た
の
だ
が
、
間
冊
隊
第
付
骨
二

六
品
一
六
項
で
H
「
そ
の
他
政
令
で

定
め
る
主
と
し
て
、
①
美
思
及
び

寵
盤
国
国
置
に
単
ず
る
警

③

謹

左から、川崎、山口、山中、曹、石川さ九

。

-鞠
も
説

明
士
ル
兵
一
戦
ピ
不
ア
の
を
力
対
リ
皮
メ
争

回
ア
戦

国
会
へ
楠
願
す
る
古
た
ち

(お
日
)

お
目
、
宮
た
ち
の
デ
モ

お問い合わせ・ご相談は
年中無休の友性専用
フリータうイヤノレへ

・おかけいただいた電話は、あなたの畢

寄りの相談室に珊憎されます。通話料金
は額料てすF お官民憶にご相談ください
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生
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も
た
ち
は
、
こ

う
し
て
遊
亭
と
、
と
て
も
曹
三
示
す
。

ホ
l
う
ね
H
」
と
、
奇
で
も
出
白
紙
の

可
愛
い
ソ
プ
う
ノ
の
声
が
聞
こ
え
て

く
る
ま
J

で
す
。
年
号
外
国
の

女
性
に
伺
う
の
は
民
礼
な
の
で
、
不

明
で
す
か
、
六
十
慣
は
と
う
に
超
7

え

て
い
る
で
し
ょ
う
。
，
可
聖
p
u
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ω
と
冠
づ
き
た
く
な

る
感
じ
の
女
性
で
す
。
世
立
は
身
近

に
あ
る
安
出
ゆ
る
開
を
哲
也
ち
ゃ
に

作
り
奪
え
て
し
事
つ
、
手
品
師
と
世
田

っ
た
ち
よ
い
か
、
魔
法
使
い
の
い
宮
J

S
ア
イ
一
フ
ィ
ア
の
樫
寓
な
天
で
す
t

私
に
も
示
ケ
ッ
ト
か
民
国
し
て
、

「
ハ
イ
」
と
下
さ
っ
た
巾
さ
な
吻
・

占
い
手
袋
の
指
ひ
と
つ
を
切
っ

小林るつ子輝く手づくりおもちゃ

て
、
耳
を
つ
け
、
闘
を
つ
け
た
ウ
サ

ギ
の
小
さ
い
、
山
支
」
い
用
人
市
で
し

れ
句
」
「
司
し
ど
も
が
パ
ス
や
電
車
に
罵
っ

て
い
て
、
あ
さ
で
し
ま
っ
た
頃
、
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
出
し
て

相
、
ハ
ロ
l
H
っ
て
す
る
の
よ
H
」

と
蝿
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
ま
し

弓祖
女
の
セ
y

シ
旨
ン
は
欄
圃
で
、

教
室
い
っ
ぱ
い
の
人
で
し
h
ι
。
布
、

ひ
も
、
眠
、
空
い
た
ヲ
ラ
ヌ
チ
シ
ク

の
ピ
ン
等
々
、
工
夫
と
、
世
立
の
曹

が
部
置
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
で
い
ま

し
た
。
出
し

τ上
享
に
作
っ
て
あ
り

ま
什

λ
針
呂
を
£
Z
E
U
、
ベ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
も
そ
こ
そ
ζ
、
で
も
、

パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

回
本
の
人
た
ち
の
手
づ
く
り
は
、

州
出
展
を
き
ち
ん
と
当
て
、
何
色
の
布

で
、
何
色
の
晶
で
、
伺
針
、
向
セ
ン
チ
、

材
置
は
己
れ
己
れ
と
、
き
ち
ん
と
決

め
ら
れ
た
万
法
で
指
導
し
作
ら
せ
主

τで
も
、
ロ
1
7
・
リ
ア
さ
ん
の

手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
は
、
捜
し
て
晃

し
く
も
、
幸
ナ
に
も
出
来
て
は
い
な

い
の
で
す
が
、
世
吹
が
哩
っ
と
誌
が

あ
る
よ
う
に
生
き
生
き
と
見
え
ま

す
r

曹
が
広
が
り
、
す
ば
ち
し
い
イ

ロ
ー
マ
リ
ア
芳

λ
の
指
先
か
虫
世
2
0
0
に

曲
が
主
塁
手
れ
本

車
島
事
九
の
セ

y
yョ
ン
は
、
イ
ス
が
定

子
「
点
に
事
帝
人
も
で
る
ほ
戸
揺
涜

日
一
O
一
日

一

日

時

2

7

口

百

時

理

F
一

明

記

m

闇

京

都

セ

ン

ト

ラ

ル

ブ

ラ

ザ

ー一

日
時
2
月
2
日
出
日
時
鉛
分
1
6F

チ
l
マ
「
中
高
年
の
離
婚

年

一

時

聖

書

写

璃

人

情

報

告

利

か

同

よ

り

支

聖

書

)

、

1一

セ
ン
タ
ー
調
師
村
欄
春
樹
(
7
寸
離
間
に
必
哩
な
活
協
と
知
問
」
金

9
一
リ
l
ラ
イ
タ
ー
)
、
草
間
壬
F
(
共
住
典
下
(
弁
摺
土
)
申
ι
み
必
要

9
一
同
週
佃
文
化
部
記
者
)
、
ま
す
の
き
現
代
章
旗
間
間
研
究
所
官
閃
・
3

1
一
よ
し
(
評
論
軍
)
、
柚
井
孝
子
(
司
4
0
2
・
7
3
b
4

一
A
E
川
お
茶
の
水
女
」
J
λ

学
教
授
)

・
女
た
ち
の
揖
い
「
こ
ん
な
都
知

-
人
咽
料
開
料
配
児

ー2
概
以
上
曹
が
ほ
し
い
J

」

寓

陣

輯
争
へ

一
幼
児
手
河
拍
車
に
旧
名
目
度
申
込
み
の
日
本
の
軍
事
援
助
務
阻
止
す
る
緊

一
・
問
円
せ
同
日
制
人
間
帽
セ
ン
タ
ー
憩
盟
主
妻
兼
ね
て

)
一
E
m
3
6
4
1
・
0

8

0

l

H

陣

-2
H
E
日
出
同
時
初
日
刀

3
一
・
ニ
コ
ニ
コ
蹴
踊
摘
座
喝
附
日
仏
告
聞
製
調
隅
出
抑

-
軍
旗
I

1
モ
れ
ぞ
れ
の
自
立

出
番
組
も
し
も
わ
た
し
が
都
知
曜

だ
っ
た
ら
τ

圃
畦
帽
子
、
羽
国
語
f
、

丸
本
吉
古
手
、
罷
踊
子
、
吉
医
師
Z
T

(
司
会
)
笹
理
葬
:
8
0
0
円

問
ム
司
せ
宍
付
垂
E
m
a
i
l
8

.
7
B
R
q
m
・
2
E
O
-
O

Q
H
%
4
(朝
)

-
障
害
者
の
自
立
表
考
証
手
奇
襲
い

日
時
2
月
3
日
間
ロ
時
i
m
m
時

日
分
朝
間
八
戸
市
掴
祉
公
民
閉

(
E
o

l

-
-
日制
-
R
1
0
、

パ
キ
ル
一
ナ
イ
ス
カ
ッ
シ
ー
ン

「
今
世
の
臼
守
詣
銑
を
替
え
一
る
」

パ
ネ
ラ
l
担
壇
デ
(
記
者
)
、
曜

。
初
任
桔
は

一
万
円
宝
」
そ
こ
、
八

酬
は
家
に
出
し
、
残
り
で
写
直
的
機

材
買
う
か
ら
、
金
は
な
く
っ
て
ね
え
、

ピ
イ
ピ
イ
し
て
い
た
」

今
間
陸
作
所
に
四
牢
い
た
と
こ
ろ

で
経
嘗
が
お
か
し
く
な
り
、
前
回
臨

時
と
い
う
会
社
に
持
り
主
年
。

「な

ん
だ
か
ん
だ
い
い
な
が
ら
、
九
年
も

「
安
楽
兵
舎
V
・
s-0・P
」

i.dl躍掴E・

青
年
劇
場
の
第
日
回
公
演

青
年
劇
咽
で

は
揖
五
十
三
回

公
膚
と
し
て
、

一
月
八
日
か
ら

新
聞
・
朝
日
乍

命
ホ
l
ル
ほ
か

で
、
ジ
ェ
ム

ス一一一木惇
・
槙

出
に
よ
る
「
安

誕
辰
吉

V
-
S

0
・P
」
を

ト
頑
す
る
。

昨
今
は
、
中

間
へ
の
派
兵
を

め
ぐ
っ
て
、
臼

冊
目
障
の
軍
法
輪

隅
が
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
高
齢

化
社
告
が
確
実
に
や
っ
て
き
て
い

る
。
「
私
は
填
代
日
本
が
避
け
て
潤

れ
な
い
こ
の
二
つ
の
卓
岨
牒
題
を
一

気
に
騨
快
す
る
名
曜
を
岡
市
H
し
た
」

と
フ
ヱ
ム
ス
三
木
さ
ん
が
語
る
こ

の
芝
居
は
、
じ
十
晴
以
ょ
の
苦
人
志

願
兵
が
駐
屯
す
る
デ
ラ
グ
ク
ス
な
信

由
を
開
台
に
糊
り
広
ロ
巧
れ
る
掴
刺

曹
酌
」そこ
へ
佳
定
年
世
の
第
二
の
人
午

を
臼
由
事
快
適
な
施
匝
で
晶
ご
し
、

こ
と
あ
る
時
は
お
国
の
た
め
に
守
派

:3) 

ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
す

こ
れ
は
な
ん
な
の
で
し
ょ
う

開
の
聞
か
な
白
本
、
心
を
突
っ
て
は

い
な
い
で
し
ょ
-
コ
一
か
?
グ
レ
ト
・

プ
リ
ナ
ン
、
英
国
人
の
ロ
1
7
・
リ

ア
さ
ん
は
、
民
し
で
無
駄
づ
か
い
は

し
占
せ
ん
ロ
軸
争
中
(
心
人
出
曙
鞘
争

で
す
)
蜘
刊
の
鼎
い
助
代
に
生
き
た
人

は
、
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
誰
も
が

廃
物
利
用
を
塑
に
主
宇
に
や
っ
ナ
告

ら
し
て
い
た
己
と
を
そ
ん
な
、
ロ
!

?
・
リ
ア
古
ん
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
q
u

#弐
4
2志
し
た
。

日
本
で
は
、
沖
縄
の
比
嘉
草
ん
が

発
車
し
「
」
他
に
、
小
児
科
医
・車
島

紀
子
さ
ん
が
発
費
」
よ
し
屯
彼
立

は
、
早
稲
闘
の
心
掛
聞
書
兜
福
祉
財

団
の
申
の
中
央
愛
児
圏
の
園
盛
で
す

が
、
「
お
辛
口
ゃ
の
図
書
館
あ
い
じ

え
ん
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協

力
し
て
い
る
話
を
し
ま
し
ち
置
し

い
お
医
者
育
峯
示
の
世
立
の
セ
γ
ショ

ン
も
大
人
気
で
、
座
る
崎
子
も
な
く

な
っ
て
机
の
樹
に
座
号
人
出
る

ぼ
ど
の
盛
視
で
し
た
ハ

間
間
勾
を
、
本
唖
の
反
者
と
し
て

は
で
い
た
だ
け
で
は
見
え
な
か
っ
た

曲
が
、
お
も
『
ゃ
図
書
館
の
示
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
で
か
か
わ
っ
て
い
る
耐

に
見
え
吾
こ
と
が
あ
る
。
揮
し
い

お
も
ち
ゃ
と
自
山
に
遊
ん
で
い
る
闘

に
、
平
供
は
任
さ
生
き
と
蘭
さ
、
心

の
町
か
ら
盟
び
、
白
亮
性
老
促
し
思

わ
均
ハ
ワ
ー
も
1
E
H
る
乙
介
在
子
供

か
円
教
え
で
b
D
3
た
」
国
自
兜

の
医
開
ル
鞍
育
、
そ
れ
か
り
、
生
日

の
世
帯
語
め
る
た
め
に
、
お
も
ち
ゃ

の
図
書
曲
で
、
多
く
の
お
も
ち
ゃ
に

出
合
い
遊
び
を
ひ
ろ
げ
る
乙
と
は
、

i
T
ど
も
の
人
生
に
と
っ
て
大
切
で
あ

る
と
Z
K
ぶ
し
た
。

世
主
は
、
も
ち
片
足
ヒ
手
な
東
語

で
年
え
よ
レ
た
。
革
島
さ
ん
の
お
話

は
多
く
の
外
国
人
に
、

B
本
人
の
心

の
哩
し
喜
信
一
き
こ
と
が
で
草

し
た
。世界
中
は
経
関
大
国
日
本
ー
ー
と

見
で
い
ま
す
。
し
か
し
私
選
は
、
唖

か
い
心
と
、
慢
し
さ
春
夫
切
に
し
て

い
る
田
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
も
巾
ノ
な
か

民
子
世
界
の
人
々
に
伝
え
る
己
と
が

出
来
た
去
琢
聞
が
す
る
の
で
す
。

寸

海部首相に要望書を提出

嘩
の
た
め
圃
輯
大
臣
植
の
ポ
ス
ト
を

眠
置
し
、
そ
の
担
当
者
に
女
性
を
登

用
す
る
こ
と
』
、
『
圏
直
の
一
九
九

五
年
世
界
捕
人
金
曜
を
日
本
に
姐
致

す
る
己
と
』
の
二
点
を
あ
げ
、
ま
た
、

「
U
N
I
F
E
M
へ
の
型
解
井
出
理
助

を
し
て
散
し
い
」
(
中
村
道
子
)
、
「
審

輔
告
に
占
的
吾
宜
性
の
割
合
を
一
五

骨
に
連
成
す
ア
ぜ
今
つ
に
」
(
松
浦
)
、

ム

・

-

r

1

l

i

l

-

-

-

-

「
軸
告
を
毎
c
な
い
よ
う
に
ね
が
っ

平
等
・
開
発
・
平
和
三
点

5
5
2
5
5

ii
L

iJ

:
4

一

a

貢
献
を
し
で
ほ
し
い
」
(
山
口
)
と

を
、
評
価
、
点
検
レ
、

Z質
を

平

和

・
閏
際
協
力
と
幅
広
い
分
野
に
い
っ
た
量
差
出
し
た
:M

決
蝿
と
し
争
議
担
L
た
。
わ
た
る
も
の
尼
町
、
中
村
紀
世
世
話
己
れ
を
受
り
で
商
部
首
相
は
「
帽

開
通
径
百
で
は
、
七
岳
、
総
理
H
人
は
、
そ
の
巾
で
も
特
に
、
『
婦
人
方
さ
ん
が
、
離
民
高
等
弁
務
官
に
な

邸
軒
続
ね
、
婦
人
間
恩
企
圃
推
進
本
問
題
世
間
抽
選
本
部
を
欄
人
間
閣
の
っ
た
の
宮
警
官
に
は
蝿
人
を
酬
や
す

部
畳
で
あ
る
、
梅
田
首
相
に
金
い
、
総
角
的
企
画
・
調
整
・
直
結

・
推
進
よ
う
に
唖
摘
し
で
い
る
。
再
開
危
機

己
の
決
闘
亭
政
府
へ
金
要
唱
と
し
て
柵
能
を
も
っ
組
紬
と
す
る
た
め
、
胞
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
プ
ッ
シ
ュ
大

提
出
し
「
、
国
府
担
置
涯
を
改
正
し
、
現
存
あ
帽
杭
欄
と
括
し
、
軸
争
が
益
い
止
め
る

と
の
自
総
理
に
面
会
し
た
の
は
、
人
間
咽
企
画
推
進
本
部
「
主
的
使
拠
安
倍
し
て
い
る
」
と
臣
し
た
と
雷

同
適
格
告
の
世
巨
人

・
中
村
紀
伊
を
与
え
る
己
と
《
女
性
関
保
施
策
推
う
。

国際婦人年日本大会の決議を実現する会

民間女性会議の評価・点機の決議を採択
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に
働
己
う
と
い
弓
ズ
J

た
い
文
句
の
も

と
、
主
主
呈
誌
達
人
た
告
示
揖
っ

て
く
る
。

。

公
演
目
相
川
2
月
8
日
出
i
円
筒

附
ま
宣
明
日
申
奇
ホ
l
ル
(
新
宿
駅

西
日
必
)
。
同
日
同
1
凶
日
出
ま

で
前
進
座
劇
珊
(
吉
祥
曹
駅
南
口
自

分
)
o
m
日
回
桜
草
公
害
堂
(
横
車

駅
日
分
)
。
司
夕
日
時
鈎
分
開
揖
(
問
、

U
日
亭
捺
く
)
。
9
、
同
、
川
、
目
、

凶
日
は
午
後
2
時
開
演
あ
り
。

入
場
料
金
(
前
理
)
H
一
般
4
千

円
、
単
&
す
&
平
氏
υ百
円
、
ハ
l
フ
チ

ケ
ッ
ト
(
初
揖
以
下
)
2
千
円
に
各

尚
圃
税
が
つ
く
。
当
日
は
努
δ
百
円

増
し
。
同
日
(
昼
、
夜
)
、
旧
日
(
夜
)

に
託
兜
(
予
約
制
)
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
れ
引
青
年
劇
場
由
ω

!;。

-
M
U
M
M
吋
持
現
代
調
刺
喜
劇

戦
争
は
イ
ヤ
f
今
ζ
同
円
内

3
口
M

償
浜
駅
西
口

い

て

も

た

つ

で

も

い

ら

れ

な

い

女

た

ち

ダ

イ

・

イ

ン

一

緒

に

や

り

ま

し

ょ

う

軸
争
は
イ
ヤ
F
い
て
も
た
つ
で
も
西
側
酷
国
が
公
正
な
対
応
を
し
て
こ
乾
手
、
南
崎
、
捜
見
下
硝
子
、
伊
吹

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
何
か
ヤ
会
っ
と
、
な
か
っ
た
た
め
に
、
門
事
を
号
え
た
山

A
郎
氏
ら
、
わ
が
国
を
代
表
す
る

私
た
ち
横
浜
の
女
た
ち
は
、
己
ん
ど
の
は
睦
か
で
す
。
学
者
ら
十
世
名
が
よ
び
か
け
人
と
な

の
E
咽
問
、
横
浜
駅
西
口
と
い
う
、
私
た
ち
は
軸
争
に
反
町
並
訴
す
'

り
、
一
一
百
一
干
畠
(
l
月
お
目
視
さ

蝿
揖
で
も
っ
と
も
人
週
り
の
多
い
と
た
だ
ち
に
軸
間
帯
平
め
、
平
和
の
た
の
開
聞
を
博
て
、
H
間
外
に
お
り
る

己一ろで、

ダ
イ
イ
ン
を
す
る
こ
と
め
の
国
安
雇
を
開
こ
っ
。
わ
が
国
の
慣
車
協
力
に
反
対
す
テ

に
し
ま
し
た
『

九
十
檀
ド
ル
、
自
衛
臨
輸
送
槽
も
声
明
を
拍
車
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
攻
撃
は
、
多
つ
て
の
ほ
か
!

簡
明
で
は
、
わ
が
置
の
由
献
聞
は

く
の
人
ぴ
介
あ
い
の
ち
と
牛
活
聖
母
照
届
け
の
パ
フ
，
l
マ
ン
ス
な
の
『
H
国
連
扇
力
H
の
名
の
も
と
に
、

い
、
対
立
と
憎
し
み
宇
稽
ず
、
へ
踊
で
讐
顕
が
と
ん
で
く
る
か
と
思
い
ま
わ
が
関
が
、
イ
ラ
ク
問
時
人
聞
し
て

に
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
不
幸
の
す
が
、
た
く
さ
ん
の
普
加
が
あ
れ
ば
現
に
武
力
を
属
聞
し
て
い
る
国
の
一

は
じ
ま
り
で
す
。
ち
ょ
っ
と
手
を
出
せ
ま
い
と
。
賛
同
方
に
N

協
力
d

す
る
占
事
態
安
主
ね
く

イ
ラ
ク
の
ク
ウ
プ
l
卜
但
喧
が
曲
す
る
人
、
二
月
三
日
の
白
曜
日
、
午
危
険
な
弔
事
行
動
の
合
法
化
で
あ

敏
古
の
野
、
主
じ
あ
り
、
7
e
イ
ン
大

後
零
時
四
十
分
ご
ろ
、
揖
浜
駅
酋
口

り
、
盛
大
な
憲
法
違
反
で
あ
吾
と
思

統
領
の
い
う
、
パ
レ
ス
チ
土
問
国
国
と

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
入
口
の
右
手
の
方
に

い
ま
す
』
と
い
っ
て
い
る
。

の
リ
、
正
〆
!
?
が
、
慢
車
合
理
征
の
Z
Aて
1

自
己
弁
護
で
あ
る
と
し
て
も
、
塁
要
最
国
よ
り
、

E
町
一
人

婦

人

年

連

絡

会

パ
レ
ス
チ
ナ
問
岨
に
対
し
で
、
問
週
、
の
曲
が
大
事
H

こ
の
一
件
の
問
合
せ
、
運
桔
は
、
宜
「
雨
時
晴
人
毎
日
本
大
告
の
決
揖

の
ス
ペ
ー
ス
H
み
ず
ち
H
へ

官
0
を
実
現
す
る
た
め
の
遭
柏
会
」
〈
車

4

5
・
4
5
1
・
R
7
7
6
扇
代
々
木
)
で
は
、
政
府
が
、
総

l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
闘
九
十
睡
F
の
多
国
暗
躍
へ
の
貴
金

湾

岸

戦

争

へ

の

捜
助
、
そ
の
た
め
の
君
、
湾
岸
地

各

団

体

の

動

き

域
へ
宙
産
豊
里
遺
に
つ
い

て
担
定
し
た
己
と
に
対
レ
、
ニ
月
四

心

理

学

者

も

貝
毒
金
を
聞
き
抗
透
明
書

心
理
学
者
た
ち
は
、
誼
多
野
完
治
、
す
乃
向
で
一
楠
町
中

県
立
の
お
産
セ
ン
タ
ー
設
立
ヘ

幅

広

い

世

論

を

集

め

よ

う

私
た
ち
の
在
ー
カ
ン
ガ
ル
ー
の
闘
士
芝
ど
も
医
蝉
セ
ン
タ
ー
に
暁
収
を
揖
め
よ
う
と
、
一
月
六
日
「
新
し

会
」
と
申
し
ま
す
。
昨
年
の
こ
の
欄
角
川
肝
す
φ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
私
た
い
塑
立
の
お
産
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し

で
も
曹
か
せ
て
頂
キ
与
仇
し
た
が
、
私
ち
は
こ
れ
に
反
対
し
、
樺
能
表
記
充
て
」
と
い
う
県
い
を
も
つ
な
ど
、
閉

た
ち
は
、
神
奈
川
県
立
母
F
開
憧
セ
し
、
離
も
が
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、
耐
に
運
動
し
て
い
ま
す
。
拍
岸
に
興

ン
タ
l
u
棚
田
同
神
事
川
区
胴
剛
一
育
児
に
の
ぞ
め
る
欄
吾
作
り
、
院
の
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
、
カ
ン
ガ
ル
ー

一一

H
の
利
用
者
と
唖
闘
の
告
で
代
ま
で
残
し
た
い
と
「
新
し
い
お
穫
の
告
に
入
り
、
協
均
し
て
頂
け
ま
せ

ず
r

の
セ
ン
タ
ー
』
毎
号
車
を
提
案
し
、
ん
か
?

母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
は
お
庫
、
母
同
万
人
を
晶
玉
る
署
名
が
集
め
、
県
「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
金
」
連
桔
先
ド

与
ゐ
保
健
指
轟
在
行
う
鞭
閣
で
当
局
に
狸
出
K
乞
弓
柳
沢
初
雲

0

4
7
3
2
1
・
3

般
の
人
々
か
ら
高
い
肝
価
吾
受
け
し
か
し
、
己
れ
で
も
県
に
ウ
ン
と
日
旨
M
U

(

噛
咽
)
、
0
4
5
・
8

3

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
県
は
、
セ
ン
い
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
3
-
6
7
1
2
(
自
宅
)
。

タ
ー
は
佼
剛
判
長
繕
え
た
と
し
て
、
た
。
私
た
ち
は
も
っ
と
幅
広
い
世
醐

辺
啓
二
(
八
王
子
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
ピ
)
、
胃
永
曹
子
〈
T
8
3
)
主

・
お
茶
の
水
図
書
棺
鞍
聾
の
聾
い

箆

蓮

星

雲

童

)

、

喜

則

昨

白
磁
著
作
る
女
性
の
古
里
円
時
2
月
日
直
結
1
日
時

夫
(
八
円
陣
曹
者
自
立
の
合
会
長
)
、
せ
7
E
ω
・
司
i
?
?
7
I
9
泊
分
唖
所
お
茶
の
水
ス
ク
エ
ア

開
話
時
F
(
ハ
己
戸
障
害
者
自
立
の
合
(
中
出
)
直
の
み

C
館
3
F
「
女
の
生
き
方
」
の
軍

事
朝
国
)
隅
槙
ι

「
北
欧
の
掴
祉

・
男
女
聞
の
昇
格
・
昇
進
。
差
別
沢
・
日
野
融
面
明
(
盟
路
加
君
護
大

日
本
の
福
祉
」
ト
八
熊
4

夫
間
合
せ

会
害
者
目
立
望
事
開
局
官

ヘ

利

1

知

ら

l
剖

)

O

A
68
・
幻
・
3
8
l
l
(
青
聾

/
'
l
H
川
1
1
1
A
p
j
i
l
l
-
u
r
l
、

リ
1
ク
キ
A
1

ン
パ
ス
内
立
花
)

-tの
迫
は
拓
け
た
か
っ
女
性
と
賃
金
調
京
事
件
公
判
惜
聴
支
援
学
度
)
無
料
開
角
せ
匂
お
茶
の

官

理

職

日

時

。

2

月

7

日

剛

日

時

日

片

水

図

-

画

古
川
四
・
3
っ
5
3
・
2

2

日
間
2
H
7
ロ
刷
凶
時
別
分
噛
所
ι

閉
京
地
酷
民
事
凶
部
川
号
法
目
。

場
所
日
本
テ
レ
ビ
閉
館
大
会
調
書
認
車
時
芝
世
間
会
開
槌
帽
冒
ω

宣
言
暑
の
オ
ル
タ
な
宙
ち
ゃ
九

ゲ
ス
ト
石
川
彦
(
口
容
ア
レ

・
3

4

3

1

1

司

自

主

つ

は

1
J茅
語
る
畢
と
書

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会

全
国
組
臓
の
主
十
団
体
が
加
盟
す

る
「
園
開
購
入
年
日
本
大
舎
の
決
醐

を
輿
現
す
る
た
め
理
安
EH
東
京
・

代
々
木
)
で
は
、
統
轄
の
と
お
り
、

昨
年
十
一
月
、
民
閥
女
隻
磁
を
聞

き
、
新
聞
向
日
行
動
計
固
、
女
子
畳
別

撤
廃
轟
胸
、
民
胆
毎
計
画
に
聞
ら

し
、
平
等
・
開
発
・
平
和
の
分
野
で

ど
の
程
度
目
揮
を
連
成
で
き
た
か

十
単身者の生活権を

検証する会が発足

(
主
柵
連
合
会
)
、
中
村
道
子
(
日

本
汎
太
平
洋
型
商
ア
ジ
ア
帽
人
協

会
〉
、
松
開
三
知
子
(
日
本
圃
人
有

桶
者
同
盟
)
夫
九
ち
と
間
連
柏
会
・

車
朝
周
庄
の
山
口
み
つ
子
さ
ん
ほ

、
、
ト
、
、
。

内
ω

畠
四
円

J
A
J

梅
田
首
相
に
手
置
さ
れ
た
世
睡
文

は
、
政
熊
決
定
書
加
、
教
育
・
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
、
労
働
、
家
康
福
祉
、

て
い
る
」
と
い
っ
た
隔
摘
が
さ
杭
た
一

よ
た
、
一
九
九
百
年
の
世
界
同
入

金
揮
の
開
催
地
に
つ
い
て
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
が
、
か
な
り
具
体
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
と
い
う
{

総
会
に
出
席
し
て
の
一
時
想
を
在
民

草
ん
は
「
政
府
代
理
代
田
吐
だ
か
ら
、

毎
ま
り
墜
も
冨
え
な
い
が
、
人
砲

を
語
る
介
吾
、
国
益
を
離
れ
て
、
地

球
レ
ベ
ル
で
一
括
る
よ
う
、
何
か
い
い

方
桂
は
な
い
か
と
圏
、
っ
。
人
情
噂
重

に
尽
4
Lる
の
だ
か
ら
、
国
連
房
語
調

し
て
い
く
べ
き
と
里
う
し
、
N
G
O

の
重
要
性
も
痛
感
し
た
を
語
っ
た
。

に
聞
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
と
の

H
b
-
一
つ
一
つ
の
逗
辛
ゐ
運
動
H
の
と

と
も
叩
っ
て
ほ
し
い
。
な
お
、
司
し
の

僻
訟
は
、
完
係
争
中
で
あ
る
。
(
桂
)

(
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
告
発
行
、
イ
ザ

ラ
一
-
周
晃
司
千
八
百
八
十
円
)

「
イ
ン
ド
の
女
た
ち
」

『

7
ヌ
と

か
り
の
報
告

マ
ド
ウ
l
・
キ
シ
ュ
ワ
l
ル
編

ル
l
ス
・
パ
一
一
安

鵬
き
す
代
香

し
て
い
る
雑
誌
『
マ
ヌ
シ
』
か
ら
の

配
車
で
開
聾
さ
れ
て
い
歪
杢
曹
は
、

今
日
で
も
行
わ
れ
て
い
る
階
組
・
性

別
に
よ
る
帯
期
の
哩
態
を
、
あ
ま
す

こ
と
な
く
伝
え
て
い
る
。

本
書
は
、
イ
ン
ド
に
お
り
る
階
融
、

都
市
と
地
方
の
相
見
、
そ
の
中
で
の

女
性
の
位
置
静
注
ベ
号
序
章
と
、
由

開
に
お
こ
っ
た
女
性
層
持
め
報
道
R

考
古
田
の
曹
と
で
一
帽
間
苦
杭
て
お
り
、

己
の
申
で
特
に
串
曹
は
、

の
、
開
え
た
ぎ
る
思
り
と
、

昨
高
力
と
が
本
圏
雲
夜
さ
せ
た

と
思
わ
ざ
る
軒
樽
な
い
。

〈明
h
・
庖

(猫
)

一
千
四
百
円
)

是
非
入
会
し
て
下
さ
い

こ
の
哲
え
に
と
圃
閣
の
方
、
是
非

ご
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
二
月
三
百
四
午
後
一
時
か

ら、

世
田
苗
主
性
セ
ン
タ
ー
・
研
瞳

空
4
(
小
由
町
議
、
井
の
調
輔
の
下

北
沢
駅
下
車
)
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

「
ひ
と
り
で
生
き
る
た
め
に
車
曽
有

の
生
活
を
属
鉦
す
る
』
を
行
い
ま
す
一

シ
ン
ポ
ジ
ス
卜
は
、
韓
千
代
〈
咽
暗

躍
閑
人
学
教
侵
)
、
金
在
典
了
(
弁

理
士
)
、
吉
田
糟
摩
〈
「
確
信
担
。

シ
ン
グ
ル
の
会
L
)
、
有
国
由
見
天
国

子
宮
々
昼
)
、
五
木
四
時
手
(
商
帥

者
欄
祉
研
究
京
王
ん
ら
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
金
酋
千
部
卒
夫
九
〈
生

活
肝
輔
家
〉

τす
。

問
い
合
わ
せ
は
、
石
川
由
起
(
一T

i
i
世
田
ハ
倉
上
重
四

s

九

一二
宮
O
=一
・
五
四
八
五
・
五
二

一
一
一
〕
に
お
願
い
し
ま
す
。

ひとり暮らしに市民権を持たすことが急務

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
A
f

日
本
の
社
姿
は
由
開
単
位
、
軍
族
単

位
空
挺
え
ら
れ
、
楠
舵
さ
せ
A
d
札
て

い
る
の
で
す
。
不
ゐ
結
構
、
ひ
と
り

膏
ち
し
の
人
は
、
公
的
な
幅
利
が
槽

民
れ
な
い
な
ど
天
利
、
不
圏
、
不
喧

伝
ど
が
散
眠
り
な
く
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
人
々
の
意
簡
を
は
じ
め
、

室
町
長
件
、
制
度
半
の
悶
曜
を
笹

惜
し
て
ひ
と
り
一
暮
色
し
に
市
民
帽

を
も
た
す
こ
介
添
急
明
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
私
た
ち
は
H
ひ
と
り
で
生

き
る
た
め
に
、
巾
聖
者
の
生
活
福
を

憤
征
す
る
告
〈
開
時
・
単
身
け
ん
)
仰

を
作
り
ま
し
た
自
分
た
ぢ
の
住
む

地
壊
で
、
ひ
と
り
園
内
'
￥
跨
げ
る

型
国
や
不
安
を
も
た
れ
ず
状
同
を
世

小
数
車
腔
や
ひ
と
り
甚
ら
し
が
噛
い
出
し
、
ぞ
れ
ち
を
解
栴
し
た

P必

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
晶
も
が
ひ
哩
な
制
樫
を
哩
京
し
て
い
き
た
い
と

と
り
暮
色
し
に
な
る
司
能
性
を
持
つ
思
い
ま
す
。

十 「
ら
い
て
う
再
発
見
」

平
塚
ら
い
て
う
を
読
む
会

今
年
は
平
塚
ら
い
で
弓
壬
挺
貫
工
且

年
、
ま
た
「
背
鞘
」
創
刊
八
十
年
に

あ
た
る
ロ
と
れ
を
記
念
し
「
平
塚
ら

い
で
う
砕
続
笠
宮
」
の
五
回
目
の
つ

ど
い
が
「
一
九
九
-
ら
い
て
主
再
開

旦
と
閉
し
て
聞
か
れ
る
。

報
告
は
岩
田
佐
代
子
さ
ん
H
「
青

崎
」
と
「
社
告
」
の
痕
点
な
ぜ
「
胃

池子シロウリガイ化石群を
天然記念物にする署名運動

J¥ 

鞘
」
は
野
桂
に
掴
ら
れ
た
か
。
石
崎
で
、
型
車
部
四
人
情
報
セ
ン
タ
ー
で
。

昇
下
さ
ん
H
平
揮
ら
い
て
う
と
日
本
画
輯
代
五
吉
円
。
開
膏
(
予
約
制
・

の
唖
生
思
想
l
!
?
・
五
七
シ
ヲ
五
盲
円
)
希
望
者
は
住
檀
ハ
ガ
キ
で

グ
ク
」
を
め
ぐ
っ
て
。
置
村
し
の
ぶ
一
T則
武
庫
野
市
中
町
3
川
m
i
m
-

さ
ん
い
学
婦
曲
争
再
臨
l
l
噛
挫
の
制
柴
田
件
夜
子
方
「
平
揮
色
い
て
う

ら
い
て
高
が
の
ぞ
ん
だ
も
の
。
害
加
を
醍
む
き

冒
0

1

5

・

M

l

有
の
フ
リ
1
ト
ー
ク
も
苓
告
匂
。

S
自
6
へ
申
し
込
む
。

3

月
十
日
間
一
時
半
i
四
時
半
ま

貴重な埋蔵文化財

切り崩された池子の轄と怒るデモ障

い
な
い
人
の
応
曹
も
敵
迎
す
る
U

応
揮
者
に
は
四
百
字
詰
頑
幅
十
五

i
二
十
牧
に
ま
と
め
、
一
月
末
日
ま

京

都

生

涯

大

学

で

原

稿

募

集

で
京
都
生
盛
大
牢
(
干
附
車
問

一-
1

左
京
区
田
中
間
高
血
町
二
八
l
一
)

応
罫
画
唱
は
、
京
都
に
十
年
以
上
に
。
聞
大
運
肯
委
員
(
軍
土
谷
あ
っ

住
ん
だ
こ
戸
品
川
あ
る
か
、
京
都
で
一
瞬
チ
、
よ
杉
苧
圃
さ
ん
ほ
か
)
学
生
雷

業
生
吉
を
五
年
以
上
送
っ
た
己
と
の
員
が
審
者
の
上
、
上
位
十
二
名
を
回

あ
る
四
十
五
闇
以
上
の
人
で
、
性
別
、
月
一
自
に
発
考
膏
醐
逝
宅
間
合

国
掴
不
聞
い
ま
、
京
都
に
住
ん
で
せ
は
文
書
で
。

ろノろ守を森の子池
拍
子
の
曜
を
守
る
「
あ
「
池
チ
シ
さ
れ
ま
し
た
こ
れ
は
世
界
的
に
学
い
と
一
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
は
緊
急

ロ
ウ
リ
ガ
イ
化
石
群
」
を
実
聞
記
念
間
的
価
償
が
高
い
歯
毘
な
も
の
と
折
を
哩
し
て
い
占
す
o
宵
名
は
年
齢
、

開
に
拍
手
る
た
め
の
吉
署
名
に
眠
が
つ
ロ
兵
ま
し
た
に
も
か
か
宙
帽
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
。
語

と
協
力
主
」
い
。
わ
ら
ず
、
国
は
調
査
輯
了
次
構
、
踊
嗣
宅
供
を
守
る
市
民
2
E
T
淵
逗

也
子
の
躍
で
一
健
司
」
の
一
一
年
間
文
を
融
唖
し
、
米
軍
住
七
#
晶
表
す
る
子
市
開
山
8
1
7
(
宮
0
4
8

化
問
調
査
の
桔
覇
、
圃
申
志
壇
画
文
介
」
、
工
事
を
中
止
す
る
気
は
ふ
夢
¥
耳
目
・
7
2
・
9弓
H

E
〕

化
財
が
蝿
見
古
れ
ま
し
弓
そ
し
て
り
ま
せ
ん
o
力
ン
パ
恥
語
力
レ
て
国
け
た
ら
宰

こ
の
ほ
ど
、
相
手
米
軍
住
宅
計
画
地
私
た
『
は
、
化
石
群
を
実
関
記
念
い
で
す
。
郵
便
缶
関
川
園
揖
8
・
4

内
で
シ
ロ
ウ
リ
ガ
イ
化
石
群
が
揖
見
物
に
指
定
、
人
物
の
酎
産
を
守
り
た
8
z
p
l
。

自
分
史
と
京
都
の
記
録

京
都
生
亜
大
半
で
は
、
と
く
普
通

の
人
び
と
の
自
分
史
ハ
イ
ラ
イ
ト
の

聾
慣
に
よ
る
京
都
の
配
鋸
「
生
き
て

い
ま
私
が
語
る
・
京
都
」
の
原
楠
弾

蝿
を
し
て
い
る
ロ

日
時
三
2
月
9
日
ω
問
時
i
m
時
廿
だ
・
夜
の

み

)

「

輔
自
大
名
と
実
畢
l

没
落
と
自

明
所
・
臼
本
キ
リ
ス
ト
教
告
輿
闇

・
大
阪
ニ
コ
ニ
コ
離
婚
摘
座
切
回
避
K
笑
畢
翻
」

同
時
軍
稲
田
下
申
自
分
)
害
加
聞
配
意
y
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
か
り
の

日
時
B
2
月
日
国
間
均
時
塘
所

民

目

白

円

問

合

せ

甲

子

早

グ

家

族

と

種

地

」

。

関

浜

市

開

港

配

会

話

調

両

ロ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
愛
員
A
E
官
邸
日
開
品
品
目
回
日
時
却
分
女
合
明
(
闇
浜
市
大
助
教
侵
)
会

・
5
2
i
3
・
8
l
ハ
日
場
所
大
阪
府
立
蝿
人
会
館
令
葎
霊
-
A

H
U
内
土
産
匂

「
建
国

-vシンポ
ジ
ウ
ム
住
民
事
裁
判
と
金
シ
ン
ポ
ツ
ス
ト
松
尾
道
下
谷
容
あ
日
」
藁
窓
す
る
2
・
口
県

天

皇

制

輯

士

)

、

竹

川

幸

子

〈

弁

腫

士

)

、

い

宍

昼

間

角

せ

'

谷

宮
o
t
b

日
時

E2
月
9
白
出
日
時
刻
分
円
よ
り
宇
(
司
会
、
日
時
刻
分
か
・
3
l
f
I
H
E

咽
所
都
ウ
扇
人
情
報
セ
ン
タ
ー
散
ら
分
科
童
、
託
児
育
問
合
せ
。
円

・
支
払
基
金
女
性
界
棺
重
罰
・
買

空
間
調
福
島
醐
砲
、
岬
顕
富
士
よ
り
子
事
閉
所
官
m
・
3
4
Q
4
・

京
高
誼
第
2
回
公
判

ノ
T
寸
劇
、
酎
抽
会
場
カ
ン
パ
z
t
t
竹
川
幸
子
法
揮
事
朝
所
日
開
2
月
ロ
日
同
日
時
唱
曲

5
0
0
円
、
保
育
島
り
閉
合
せ
・

世
間凶
・
3
官
b
・
la
R
E
e
南
京
高
問
問
号
法
廷
間
色
せ
r

E
m山
・
3
A
H
4
・
2
3
4
b
(
た

・
天
皇
制
ほ
な
ぜ
存
続
し
た
か
全
国
軍
量
骨
骨
組
合
開
京
立
部
古
川出

R
R
9
6
1
8
1
附

守
品
目
1
年
ヘ
テ
イ
タ
オ
フ
l

大
阪
の
吉
た
ち

日
間

・2
月
山
日
例
目
時
場
所

メ
ル
パ
ル
ク
O
S
A
K
A
(
新
大

阪
駅
下
車
)
内
宮
蝿
人
怠
口
セ

ン
タ
ー
聖
称
採
用
者
型
車
ビ
ジ
ョ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
隈
本
洋
子
、
駒
尺

胃
黄
、
金
子
郁
容
、
川
曹
回
好
恵
、

司
会
畠
帽
今
白
芋
ほ
か
問
合
せ

大
阪
府
同
人
政
商
眼
冒
m
-
9
4

2

・!

咋
何 i
A 

ま

っ

さ

ら

t光
の

中

に

湯

気

が

美

l

〈

ゆ

れ

て

、

お

湯

の

音

d

b

ピ

ナ

ピ

テ

と

張

り

切

っ

て

γ
ま

す

。

朝

の

若

ド

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

お

風

呂

中

か

ら

発

散

さ

れ

て

く

る

よ

・

?

で

す

。

寝

床

か

ら

、

浴

室

「

直

行

。

1

時

間

、

ド

ゃ

、

2

時

間

だ

っ

て

か

ま

わ

な

γ。
の

ん

び

り

つ

か

つ

て

γ
る
・
?

ち

に

、

新

l

v

自

分

が

だ

ん

だ

ん

と

目

覚

め

て

う

ま

す

。
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押してぬるたけで白髪をきれいにかくします

ょ~一・・山一

Aapぐ
~
負
担

崎

h
Z
2
F
高

ヨ
孝
一ーの一山守

残りの液が見える便利な窓っき

そ
し
て

ケ
ー
キ
の
甘
味
、
レ
モ
ン
の
酸
味
、

梅
干
し
の
塩
味
、
ビ
ー
ル
の
苦
味
。

コ
ン
ブ
や
か
つ
お
節
の
J

つ
ま
昧
じ
。

み
ん
な
同
じ
基
本
味
で
丈

UMAMIは世界の味覚です。
「味!こ11、美昧かイ:昧しかない」なH.宜通tか

いわれる人は言"lすカ【実I"うと、ょの方々 こ
そ、右4の基本昧には敏感なのです。料珂が生き

るも死Jlb.この甘・酸・温・皆・「うま味」のL‘かし

}jしだい.ピールに苦味がなかったらピールで

なレようにお椀に「うま味Jが欠けてL、t:ら、まっ
た〈峠が引きたちません。「うま味JI1コンブかつ

お節、しいた刊のダシtしてH本人の味覚を育て

て〈れた味。現在では、グルタミン般ソ タ(イノムシ

ン駿ソーダ:グアニル厳ソ-51"1め「うま味調味料J

tして、日本;.:ニえて世界の食卓で霊されています.

|日本うま昧調味料協会|
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世界人口の半分は女性写

真

家

・

太

田

威

(

た

け

し

)

さ
ん ことが必要外交に女性が参加する

d 

吋 句

ブ

ナ

の

森

に

こ

だ

わ

り

つ

づ

け

る

外
務
省
よ
り
ソ
フ
ト
に
交
流

太
田
亨
ん
は
九
円
一
年
、
中
国
と
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
戸
忍

副
北
地
芹
で
生
れ
十
、
地
軸
で
ひ
き
わ
か
Y世
ふ
う
に
な
っ
た
c

あ
げ
た
時
は
二
枇
だ
か
町
、
P
澗
州
ρ

「
小
さ
い
う
ち
か
ら
、
時
来
自
黙

の
配
憶
は
な
い

目
前
が
た
っ
ぷ
り
暗
号
山
形
県
圃

‘
h
V
A
-
A

、

岡
市
大
山
で
、
文
字
通
り
白
黙
宝
」

E

札
、
E
ι
E
r
t

も
に
育
っ
た
。
宇
田
か
ら
削
る
と
力

i
a
F
-
F

ニ

パ
ン
を
疲
り
出
し
て
野
山
に
遊
び
に

4

司

行
っ
た
。
学
問
の
H勉
強
H
な
ぞ
、

i
・

i

'

ー

し
猛
毒
な
い

庁

き

な

こ

と

こ

一

山

・

F
し
主
ラ

け
も
の
も
虫
恥
南
花
も
、
み
な
好

E
宮
山

P
Iz
a
-
-，
、

，、
‘
〈
E
ι
町
・

4
4
4
d
町

-

‘

〈

‘

さ
だ
コ
た
が
、
中
で
春
日
牌
が
何
キ
b
~

っ
た
O
寸
メ
ジ
ロ
や
ヤ
マ
ガ
ラ
や
ウ
と
と
色
に
生
さ
7
d
仕
事
を
し
た
い
と
う
批
判
を
侍
っ
て
い
た
か
ら
、
金
問
人
生
一
度
さ
ゃ
な
い
の
に
と
恩
っ

ソ
や
カ
ス
ミ
網
で
い
ろ
ん
な
崩
考
え
て
い
た
寸
宮
綿
密
に
つ
介
あ
に
ー
ー
だ
け
ど
、
高
崎
革
措
が
昭
租
て
い
た
」

一
を
捕
っ
た
な
あ
。
寧
に
つ
れ
て
い
開
つ
い
と
、
ま
じ
め
に
思
っ
た
乙
と
も
あ
三
十
九
年
、
高
度
経
再
開
成
長
雨
に
入
と
い
う
わ
け
で
、
日
南
日
哩
に
写

圭
二

て

は

死

忽

せ

で

レ

ま

っ

て

」

り

ょ

す

よ

」

る

こ

ろ

だ

っ

た

。
み
ん
な
m
R
や
そ
真
壁
崩
り
に
行
く
。
￥
耳
は
高
校
の

4
一
近
南
に
馬
好
さ
の
お
じ
い
さ
ん
が
割
岡
I
輯
高
慢
の
機
械
料
に
入
学
の
周
辺
の
会
社
に
行
っ
た
。
桔
料
が
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
が
、
太
好
き
で
、

5
一
い
て
周
の
伺
い
方
事
え
て
く
h

し
た
【
そ
の
と
ろ
は
問
の
さ
z
司
令
り
い
い
か
円
。
地
元
に
酌
め
た
人
聞
は
い
つ
も
カ
メ
ラ
毒
ち
事
く
辛
つ
に

9
一
た
野
刷
の
ζ
と
私
覚
え
た
し
、
そ
を
問
い
た
だ
け
で
、
何
の
嗣
か
わ
か
一
劃
く
ら
い
も
い
た
か
な
。
パ
カ
尼
な
っ
て
い
た
h

第

一
の
う
ち
に
、
請
に
白
黙
の
も
の
を
在
だ
な
ヲ
て
い
て
、
λ
山
の
戸
と
い
わ
れ
た
も
の
で
す
よ
。
あ
ん
な
「
つ
ま
い
の
曜
い
ヤ
ツ
だ
と
恩

安奇~ ./、来斤陪靭壬量E 1991年 1月 30日第 3瞳劃置物関可第 954号

一一一~

度
し
か
な
L 、

f揖 3福重荷l'物昭司

たせら

日
開
醐

ヅ
下

川
川

戸

て

お

相

川

札

明

日

明

日

叱

投

似

附

言
山
口
話

X

ーも

A
円

一
は
め
電

F

ジ

う
一

戸

」

部

ベ
37

集

由

噛

編

+
t
I
A
M
 

九

と

み

ご

お

も

ち

ゃ

図

書

館

第

五

回

国

際

会

議

に

出

席

し

て

らンの中かヨ

国

各セッシ

臼
本
で
も
布
の
お
も
ち
で
水
の

手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
亭
作
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
た
く
さ
ん
お

円
れ
ま
す
。
今
回
、
園
開
会
醸
の
た

く
ぎ
ん
の
報
告
の
巾
で
、
や
っ
ぱ
り

閣
い
て
い
た
の
は
、
ロ
1
7
・
リ
ア

さ
ん
の
手
づ
く
り
お
も
告
や
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
し
た
。
前
回
の
カ
ナ
ダ
で

も
蝿
し
い
持
費
で
し
た
が
、
今
回
も

や
っ
ぱ
り
高
し
い
お
も
ち
ゃ
を
い
っ

ぱ
い
悦
べ
て
闘
明
レ
芭
た
ロ

「
暗
闇
児
の
己
ど
も
た
ち
は
、
こ

う
し
て
遊
亭
と
、
と
て
も
曹
三
示
す
。

ホ
l
う
ね
H
」
と
、
奇
で
も
出
白
紙
の

可
愛
い
ソ
プ
う
ノ
の
声
が
聞
こ
え
て

く
る
ま
J

で
す
。
年
号
外
国
の

女
性
に
伺
う
の
は
民
礼
な
の
で
、
不

明
で
す
か
、
六
十
慣
は
と
う
に
超
7

え

て
い
る
で
し
ょ
う
。
，
可
聖
p
u
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ω
と
冠
づ
き
た
く
な

る
感
じ
の
女
性
で
す
。
世
立
は
身
近

に
あ
る
安
出
ゆ
る
開
を
哲
也
ち
ゃ
に

作
り
奪
え
て
し
事
つ
、
手
品
師
と
世
田

っ
た
ち
よ
い
か
、
魔
法
使
い
の
い
宮
J

S
ア
イ
一
フ
ィ
ア
の
樫
寓
な
天
で
す
t

私
に
も
示
ケ
ッ
ト
か
民
国
し
て
、

「
ハ
イ
」
と
下
さ
っ
た
巾
さ
な
吻
・

占
い
手
袋
の
指
ひ
と
つ
を
切
っ

小林るつ子輝く手づくりおもちゃ

て
、
耳
を
つ
け
、
闘
を
つ
け
た
ウ
サ

ギ
の
小
さ
い
、
山
支
」
い
用
人
市
で
し

れ
句
」
「
司
し
ど
も
が
パ
ス
や
電
車
に
罵
っ

て
い
て
、
あ
さ
で
し
ま
っ
た
頃
、
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
出
し
て

相
、
ハ
ロ
l
H
っ
て
す
る
の
よ
H
」

と
蝿
し
そ
う
に
教
え
て
く
れ
ま
し

弓祖
女
の
セ
y

シ
旨
ン
は
欄
圃
で
、

教
室
い
っ
ぱ
い
の
人
で
し
h
ι
。
布
、

ひ
も
、
眠
、
空
い
た
ヲ
ラ
ヌ
チ
シ
ク

の
ピ
ン
等
々
、
工
夫
と
、
世
立
の
曹

が
部
置
い
っ
ぱ
い
に
あ
ふ
れ
で
い
ま

し
た
。
出
し

τ上
享
に
作
っ
て
あ
り

ま
什

λ
針
呂
を
£
Z
E
U
、
ベ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
も
そ
こ
そ
ζ
、
で
も
、

パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

回
本
の
人
た
ち
の
手
づ
く
り
は
、

州
出
展
を
き
ち
ん
と
当
て
、
何
色
の
布

で
、
何
色
の
晶
で
、
伺
針
、
向
セ
ン
チ
、

材
置
は
己
れ
己
れ
と
、
き
ち
ん
と
決

め
ら
れ
た
万
法
で
指
導
し
作
ら
せ
主

τで
も
、
ロ
1
7
・
リ
ア
さ
ん
の

手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
は
、
捜
し
て
晃

し
く
も
、
幸
ナ
に
も
出
来
て
は
い
な

い
の
で
す
が
、
世
吹
が
哩
っ
と
誌
が

あ
る
よ
う
に
生
き
生
き
と
見
え
ま

す
r

曹
が
広
が
り
、
す
ば
ち
し
い
イ

ロ
ー
マ
リ
ア
芳

λ
の
指
先
か
虫
世
2
0
0
に

曲
が
主
塁
手
れ
本

車
島
事
九
の
セ

y
yョ
ン
は
、
イ
ス
が
定

子
「
点
に
事
帝
人
も
で
る
ほ
戸
揺
涜

日
一
O
一
日

一

日

時

2

7

口

百

時

理

F
一

明

記

m

闇

京

都

セ

ン

ト

ラ

ル

ブ

ラ

ザ

ー一

日
時
2
月
2
日
出
日
時
鉛
分
1
6F

チ
l
マ
「
中
高
年
の
離
婚

年

一

時

聖

書

写

璃

人

情

報

告

利

か

同

よ

り

支

聖

書

)

、

1一

セ
ン
タ
ー
調
師
村
欄
春
樹
(
7
寸
離
間
に
必
哩
な
活
協
と
知
問
」
金

9
一
リ
l
ラ
イ
タ
ー
)
、
草
間
壬
F
(
共
住
典
下
(
弁
摺
土
)
申
ι
み
必
要

9
一
同
週
佃
文
化
部
記
者
)
、
ま
す
の
き
現
代
章
旗
間
間
研
究
所
官
閃
・
3

1
一
よ
し
(
評
論
軍
)
、
柚
井
孝
子
(
司
4
0
2
・
7
3
b
4

一
A
E
川
お
茶
の
水
女
」
J
λ

学
教
授
)

・
女
た
ち
の
揖
い
「
こ
ん
な
都
知

-
人
咽
料
開
料
配
児

ー2
概
以
上
曹
が
ほ
し
い
J

」

寓

陣

輯
争
へ

一
幼
児
手
河
拍
車
に
旧
名
目
度
申
込
み
の
日
本
の
軍
事
援
助
務
阻
止
す
る
緊

一
・
問
円
せ
同
日
制
人
間
帽
セ
ン
タ
ー
憩
盟
主
妻
兼
ね
て

)
一
E
m
3
6
4
1
・
0

8

0

l

H

陣

-2
H
E
日
出
同
時
初
日
刀

3
一
・
ニ
コ
ニ
コ
蹴
踊
摘
座
喝
附
日
仏
告
聞
製
調
隅
出
抑

-
軍
旗
I

1
モ
れ
ぞ
れ
の
自
立

出
番
組
も
し
も
わ
た
し
が
都
知
曜

だ
っ
た
ら
τ

圃
畦
帽
子
、
羽
国
語
f
、

丸
本
吉
古
手
、
罷
踊
子
、
吉
医
師
Z
T

(
司
会
)
笹
理
葬
:
8
0
0
円

問
ム
司
せ
宍
付
垂
E
m
a
i
l
8

.
7
B
R
q
m
・
2
E
O
-
O

Q
H
%
4
(朝
)

-
障
害
者
の
自
立
表
考
証
手
奇
襲
い

日
時
2
月
3
日
間
ロ
時
i
m
m
時

日
分
朝
間
八
戸
市
掴
祉
公
民
閉

(
E
o

l

-
-
日制
-
R
1
0
、

パ
キ
ル
一
ナ
イ
ス
カ
ッ
シ
ー
ン

「
今
世
の
臼
守
詣
銑
を
替
え
一
る
」

パ
ネ
ラ
l
担
壇
デ
(
記
者
)
、
曜

。
初
任
桔
は

一
万
円
宝
」
そ
こ
、
八

酬
は
家
に
出
し
、
残
り
で
写
直
的
機

材
買
う
か
ら
、
金
は
な
く
っ
て
ね
え
、

ピ
イ
ピ
イ
し
て
い
た
」

今
間
陸
作
所
に
四
牢
い
た
と
こ
ろ

で
経
嘗
が
お
か
し
く
な
り
、
前
回
臨

時
と
い
う
会
社
に
持
り
主
年
。

「な

ん
だ
か
ん
だ
い
い
な
が
ら
、
九
年
も

「
安
楽
兵
舎
V
・
s-0・P
」

i.dl躍掴E・

青
年
劇
場
の
第
日
回
公
演

青
年
劇
咽
で

は
揖
五
十
三
回

公
膚
と
し
て
、

一
月
八
日
か
ら

新
聞
・
朝
日
乍

命
ホ
l
ル
ほ
か

で
、
ジ
ェ
ム

ス一一一木惇
・
槙

出
に
よ
る
「
安

誕
辰
吉

V
-
S

0
・P
」
を

ト
頑
す
る
。

昨
今
は
、
中

間
へ
の
派
兵
を

め
ぐ
っ
て
、
臼

冊
目
障
の
軍
法
輪

隅
が
高
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
高
齢

化
社
告
が
確
実
に
や
っ
て
き
て
い

る
。
「
私
は
填
代
日
本
が
避
け
て
潤

れ
な
い
こ
の
二
つ
の
卓
岨
牒
題
を
一

気
に
騨
快
す
る
名
曜
を
岡
市
H
し
た
」

と
フ
ヱ
ム
ス
三
木
さ
ん
が
語
る
こ

の
芝
居
は
、
じ
十
晴
以
ょ
の
苦
人
志

願
兵
が
駐
屯
す
る
デ
ラ
グ
ク
ス
な
信

由
を
開
台
に
糊
り
広
ロ
巧
れ
る
掴
刺

曹
酌
」そこ
へ
佳
定
年
世
の
第
二
の
人
午

を
臼
由
事
快
適
な
施
匝
で
晶
ご
し
、

こ
と
あ
る
時
は
お
国
の
た
め
に
守
派

:3) 

ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
す

こ
れ
は
な
ん
な
の
で
し
ょ
う

開
の
聞
か
な
白
本
、
心
を
突
っ
て
は

い
な
い
で
し
ょ
-
コ
一
か
?
グ
レ
ト
・

プ
リ
ナ
ン
、
英
国
人
の
ロ
1
7
・
リ

ア
さ
ん
は
、
民
し
で
無
駄
づ
か
い
は

し
占
せ
ん
ロ
軸
争
中
(
心
人
出
曙
鞘
争

で
す
)
蜘
刊
の
鼎
い
助
代
に
生
き
た
人

は
、
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
誰
も
が

廃
物
利
用
を
塑
に
主
宇
に
や
っ
ナ
告

ら
し
て
い
た
己
と
を
そ
ん
な
、
ロ
!

?
・
リ
ア
古
ん
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
q
u

#弐
4
2志
し
た
。

日
本
で
は
、
沖
縄
の
比
嘉
草
ん
が

発
車
し
「
」
他
に
、
小
児
科
医
・車
島

紀
子
さ
ん
が
発
費
」
よ
し
屯
彼
立

は
、
早
稲
闘
の
心
掛
聞
書
兜
福
祉
財

団
の
申
の
中
央
愛
児
圏
の
園
盛
で
す

が
、
「
お
辛
口
ゃ
の
図
書
館
あ
い
じ

え
ん
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協

力
し
て
い
る
話
を
し
ま
し
ち
置
し

い
お
医
者
育
峯
示
の
世
立
の
セ
γ
ショ

ン
も
大
人
気
で
、
座
る
崎
子
も
な
く

な
っ
て
机
の
樹
に
座
号
人
出
る

ぼ
ど
の
盛
視
で
し
た
ハ

間
間
勾
を
、
本
唖
の
反
者
と
し
て

は
で
い
た
だ
け
で
は
見
え
な
か
っ
た

曲
が
、
お
も
『
ゃ
図
書
館
の
示
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
で
か
か
わ
っ
て
い
る
耐

に
見
え
吾
こ
と
が
あ
る
。
揮
し
い

お
も
ち
ゃ
と
自
山
に
遊
ん
で
い
る
闘

に
、
平
供
は
任
さ
生
き
と
蘭
さ
、
心

の
町
か
ら
盟
び
、
白
亮
性
老
促
し
思

わ
均
ハ
ワ
ー
も
1
E
H
る
乙
介
在
子
供

か
円
教
え
で
b
D
3
た
」
国
自
兜

の
医
開
ル
鞍
育
、
そ
れ
か
り
、
生
日

の
世
帯
語
め
る
た
め
に
、
お
も
ち
ゃ

の
図
書
曲
で
、
多
く
の
お
も
ち
ゃ
に

出
合
い
遊
び
を
ひ
ろ
げ
る
乙
と
は
、

i
T
ど
も
の
人
生
に
と
っ
て
大
切
で
あ

る
と
Z
K
ぶ
し
た
。

世
主
は
、
も
ち
片
足
ヒ
手
な
東
語

で
年
え
よ
レ
た
。
革
島
さ
ん
の
お
話

は
多
く
の
外
国
人
に
、

B
本
人
の
心

の
哩
し
喜
信
一
き
こ
と
が
で
草

し
た
。世界
中
は
経
関
大
国
日
本
ー
ー
と

見
で
い
ま
す
。
し
か
し
私
選
は
、
唖

か
い
心
と
、
慢
し
さ
春
夫
切
に
し
て

い
る
田
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
も
巾
ノ
な
か

民
子
世
界
の
人
々
に
伝
え
る
己
と
が

出
来
た
去
琢
聞
が
す
る
の
で
す
。

寸

海部首相に要望書を提出

嘩
の
た
め
圃
輯
大
臣
植
の
ポ
ス
ト
を

眠
置
し
、
そ
の
担
当
者
に
女
性
を
登

用
す
る
こ
と
』
、
『
圏
直
の
一
九
九

五
年
世
界
捕
人
金
曜
を
日
本
に
姐
致

す
る
己
と
』
の
二
点
を
あ
げ
、
ま
た
、

「
U
N
I
F
E
M
へ
の
型
解
井
出
理
助

を
し
て
散
し
い
」
(
中
村
道
子
)
、
「
審

輔
告
に
占
的
吾
宜
性
の
割
合
を
一
五

骨
に
連
成
す
ア
ぜ
今
つ
に
」
(
松
浦
)
、

ム

・

-

r

1

l

i

l

-

-

-

-

「
軸
告
を
毎
c
な
い
よ
う
に
ね
が
っ

平
等
・
開
発
・
平
和
三
点

5
5
2
5
5

ii
L

iJ

:
4

一

a

貢
献
を
し
で
ほ
し
い
」
(
山
口
)
と

を
、
評
価
、
点
検
レ
、

Z質
を

平

和

・
閏
際
協
力
と
幅
広
い
分
野
に
い
っ
た
量
差
出
し
た
:M

決
蝿
と
し
争
議
担
L
た
。
わ
た
る
も
の
尼
町
、
中
村
紀
世
世
話
己
れ
を
受
り
で
商
部
首
相
は
「
帽

開
通
径
百
で
は
、
七
岳
、
総
理
H
人
は
、
そ
の
巾
で
も
特
に
、
『
婦
人
方
さ
ん
が
、
離
民
高
等
弁
務
官
に
な

邸
軒
続
ね
、
婦
人
間
恩
企
圃
推
進
本
問
題
世
間
抽
選
本
部
を
欄
人
間
閣
の
っ
た
の
宮
警
官
に
は
蝿
人
を
酬
や
す

部
畳
で
あ
る
、
梅
田
首
相
に
金
い
、
総
角
的
企
画
・
調
整
・
直
結

・
推
進
よ
う
に
唖
摘
し
で
い
る
。
再
開
危
機

己
の
決
闘
亭
政
府
へ
金
要
唱
と
し
て
柵
能
を
も
っ
組
紬
と
す
る
た
め
、
胞
に
つ
い
て
は
、
直
接
、
プ
ッ
シ
ュ
大

提
出
し
「
、
国
府
担
置
涯
を
改
正
し
、
現
存
あ
帽
杭
欄
と
括
し
、
軸
争
が
益
い
止
め
る

と
の
自
総
理
に
面
会
し
た
の
は
、
人
間
咽
企
画
推
進
本
部
「
主
的
使
拠
安
倍
し
て
い
る
」
と
臣
し
た
と
雷

同
適
格
告
の
世
巨
人

・
中
村
紀
伊
を
与
え
る
己
と
《
女
性
関
保
施
策
推
う
。

国際婦人年日本大会の決議を実現する会

民間女性会議の評価・点機の決議を採択
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に
働
己
う
と
い
弓
ズ
J

た
い
文
句
の
も

と
、
主
主
呈
誌
達
人
た
告
示
揖
っ

て
く
る
。

。

公
演
目
相
川
2
月
8
日
出
i
円
筒

附
ま
宣
明
日
申
奇
ホ
l
ル
(
新
宿
駅

西
日
必
)
。
同
日
同
1
凶
日
出
ま

で
前
進
座
劇
珊
(
吉
祥
曹
駅
南
口
自

分
)
o
m
日
回
桜
草
公
害
堂
(
横
車

駅
日
分
)
。
司
夕
日
時
鈎
分
開
揖
(
問
、

U
日
亭
捺
く
)
。
9
、
同
、
川
、
目
、

凶
日
は
午
後
2
時
開
演
あ
り
。

入
場
料
金
(
前
理
)
H
一
般
4
千

円
、
単
&
す
&
平
氏
υ百
円
、
ハ
l
フ
チ

ケ
ッ
ト
(
初
揖
以
下
)
2
千
円
に
各

尚
圃
税
が
つ
く
。
当
日
は
努
δ
百
円

増
し
。
同
日
(
昼
、
夜
)
、
旧
日
(
夜
)

に
託
兜
(
予
約
制
)
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
れ
引
青
年
劇
場
由
ω

!;。

-
M
U
M
M
吋
持
現
代
調
刺
喜
劇

戦
争
は
イ
ヤ
f
今
ζ
同
円
内

3
口
M

償
浜
駅
西
口

い

て

も

た

つ

で

も

い

ら

れ

な

い

女

た

ち

ダ

イ

・

イ

ン

一

緒

に

や

り

ま

し

ょ

う

軸
争
は
イ
ヤ
F
い
て
も
た
つ
で
も
西
側
酷
国
が
公
正
な
対
応
を
し
て
こ
乾
手
、
南
崎
、
捜
見
下
硝
子
、
伊
吹

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
何
か
ヤ
会
っ
と
、
な
か
っ
た
た
め
に
、
門
事
を
号
え
た
山

A
郎
氏
ら
、
わ
が
国
を
代
表
す
る

私
た
ち
横
浜
の
女
た
ち
は
、
己
ん
ど
の
は
睦
か
で
す
。
学
者
ら
十
世
名
が
よ
び
か
け
人
と
な

の
E
咽
問
、
横
浜
駅
西
口
と
い
う
、
私
た
ち
は
軸
争
に
反
町
並
訴
す
'

り
、
一
一
百
一
干
畠
(
l
月
お
目
視
さ

蝿
揖
で
も
っ
と
も
人
週
り
の
多
い
と
た
だ
ち
に
軸
間
帯
平
め
、
平
和
の
た
の
開
聞
を
博
て
、
H
間
外
に
お
り
る

己一ろで、

ダ
イ
イ
ン
を
す
る
こ
と
め
の
国
安
雇
を
開
こ
っ
。
わ
が
国
の
慣
車
協
力
に
反
対
す
テ

に
し
ま
し
た
『

九
十
檀
ド
ル
、
自
衛
臨
輸
送
槽
も
声
明
を
拍
車
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
攻
撃
は
、
多
つ
て
の
ほ
か
!

簡
明
で
は
、
わ
が
置
の
由
献
聞
は

く
の
人
ぴ
介
あ
い
の
ち
と
牛
活
聖
母
照
届
け
の
パ
フ
，
l
マ
ン
ス
な
の
『
H
国
連
扇
力
H
の
名
の
も
と
に
、

い
、
対
立
と
憎
し
み
宇
稽
ず
、
へ
踊
で
讐
顕
が
と
ん
で
く
る
か
と
思
い
ま
わ
が
関
が
、
イ
ラ
ク
問
時
人
聞
し
て

に
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
不
幸
の
す
が
、
た
く
さ
ん
の
普
加
が
あ
れ
ば
現
に
武
力
を
属
聞
し
て
い
る
国
の
一

は
じ
ま
り
で
す
。
ち
ょ
っ
と
手
を
出
せ
ま
い
と
。
賛
同
方
に
N

協
力
d

す
る
占
事
態
安
主
ね
く

イ
ラ
ク
の
ク
ウ
プ
l
卜
但
喧
が
曲
す
る
人
、
二
月
三
日
の
白
曜
日
、
午
危
険
な
弔
事
行
動
の
合
法
化
で
あ

敏
古
の
野
、
主
じ
あ
り
、
7
e
イ
ン
大

後
零
時
四
十
分
ご
ろ
、
揖
浜
駅
酋
口

り
、
盛
大
な
憲
法
違
反
で
あ
吾
と
思

統
領
の
い
う
、
パ
レ
ス
チ
土
問
国
国
と

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
入
口
の
右
手
の
方
に

い
ま
す
』
と
い
っ
て
い
る
。

の
リ
、
正
〆
!
?
が
、
慢
車
合
理
征
の
Z
Aて
1

自
己
弁
護
で
あ
る
と
し
て
も
、
塁
要
最
国
よ
り
、

E
町
一
人

婦

人

年

連

絡

会

パ
レ
ス
チ
ナ
問
岨
に
対
し
で
、
問
週
、
の
曲
が
大
事
H

こ
の
一
件
の
問
合
せ
、
運
桔
は
、
宜
「
雨
時
晴
人
毎
日
本
大
告
の
決
揖

の
ス
ペ
ー
ス
H
み
ず
ち
H
へ

官
0
を
実
現
す
る
た
め
の
遭
柏
会
」
〈
車

4

5
・
4
5
1
・
R
7
7
6
扇
代
々
木
)
で
は
、
政
府
が
、
総

l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
闘
九
十
睡
F
の
多
国
暗
躍
へ
の
貴
金

湾

岸

戦

争

へ

の

捜
助
、
そ
の
た
め
の
君
、
湾
岸
地

各

団

体

の

動

き

域
へ
宙
産
豊
里
遺
に
つ
い

て
担
定
し
た
己
と
に
対
レ
、
ニ
月
四

心

理

学

者

も

貝
毒
金
を
聞
き
抗
透
明
書

心
理
学
者
た
ち
は
、
誼
多
野
完
治
、
す
乃
向
で
一
楠
町
中

県
立
の
お
産
セ
ン
タ
ー
設
立
ヘ

幅

広

い

世

論

を

集

め

よ

う

私
た
ち
の
在
ー
カ
ン
ガ
ル
ー
の
闘
士
芝
ど
も
医
蝉
セ
ン
タ
ー
に
暁
収
を
揖
め
よ
う
と
、
一
月
六
日
「
新
し

会
」
と
申
し
ま
す
。
昨
年
の
こ
の
欄
角
川
肝
す
φ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
私
た
い
塑
立
の
お
産
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し

で
も
曹
か
せ
て
頂
キ
与
仇
し
た
が
、
私
ち
は
こ
れ
に
反
対
し
、
樺
能
表
記
充
て
」
と
い
う
県
い
を
も
つ
な
ど
、
閉

た
ち
は
、
神
奈
川
県
立
母
F
開
憧
セ
し
、
離
も
が
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、
耐
に
運
動
し
て
い
ま
す
。
拍
岸
に
興

ン
タ
l
u
棚
田
同
神
事
川
区
胴
剛
一
育
児
に
の
ぞ
め
る
欄
吾
作
り
、
院
の
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
、
カ
ン
ガ
ル
ー

一一

H
の
利
用
者
と
唖
闘
の
告
で
代
ま
で
残
し
た
い
と
「
新
し
い
お
穫
の
告
に
入
り
、
協
均
し
て
頂
け
ま
せ

ず
r

の
セ
ン
タ
ー
』
毎
号
車
を
提
案
し
、
ん
か
?

母
子
保
健
セ
ン
タ
ー
は
お
庫
、
母
同
万
人
を
晶
玉
る
署
名
が
集
め
、
県
「
カ
ン
ガ
ル
ー
の
金
」
連
桔
先
ド

与
ゐ
保
健
指
轟
在
行
う
鞭
閣
で
当
局
に
狸
出
K
乞
弓
柳
沢
初
雲

0

4
7
3
2
1
・
3

般
の
人
々
か
ら
高
い
肝
価
吾
受
け
し
か
し
、
己
れ
で
も
県
に
ウ
ン
と
日
旨
M
U

(

噛
咽
)
、
0
4
5
・
8

3

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
県
は
、
セ
ン
い
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
3
-
6
7
1
2
(
自
宅
)
。

タ
ー
は
佼
剛
判
長
繕
え
た
と
し
て
、
た
。
私
た
ち
は
も
っ
と
幅
広
い
世
醐

辺
啓
二
(
八
王
子
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
ピ
)
、
胃
永
曹
子
〈
T
8
3
)
主

・
お
茶
の
水
図
書
棺
鞍
聾
の
聾
い

箆

蓮

星

雲

童

)

、

喜

則

昨

白
磁
著
作
る
女
性
の
古
里
円
時
2
月
日
直
結
1
日
時

夫
(
八
円
陣
曹
者
自
立
の
合
会
長
)
、
せ
7
E
ω
・
司
i
?
?
7
I
9
泊
分
唖
所
お
茶
の
水
ス
ク
エ
ア

開
話
時
F
(
ハ
己
戸
障
害
者
自
立
の
合
(
中
出
)
直
の
み

C
館
3
F
「
女
の
生
き
方
」
の
軍

事
朝
国
)
隅
槙
ι

「
北
欧
の
掴
祉

・
男
女
聞
の
昇
格
・
昇
進
。
差
別
沢
・
日
野
融
面
明
(
盟
路
加
君
護
大

日
本
の
福
祉
」
ト
八
熊
4

夫
間
合
せ

会
害
者
目
立
望
事
開
局
官

ヘ

利

1

知

ら

l
剖

)

O

A
68
・
幻
・
3
8
l
l
(
青
聾

/
'
l
H
川
1
1
1
A
p
j
i
l
l
-
u
r
l
、

リ
1
ク
キ
A
1

ン
パ
ス
内
立
花
)

-tの
迫
は
拓
け
た
か
っ
女
性
と
賃
金
調
京
事
件
公
判
惜
聴
支
援
学
度
)
無
料
開
角
せ
匂
お
茶
の

官

理

職

日

時

。

2

月

7

日

剛

日

時

日

片

水

図

-

画

古
川
四
・
3
っ
5
3
・
2

2

日
間
2
H
7
ロ
刷
凶
時
別
分
噛
所
ι

閉
京
地
酷
民
事
凶
部
川
号
法
目
。

場
所
日
本
テ
レ
ビ
閉
館
大
会
調
書
認
車
時
芝
世
間
会
開
槌
帽
冒
ω

宣
言
暑
の
オ
ル
タ
な
宙
ち
ゃ
九

ゲ
ス
ト
石
川
彦
(
口
容
ア
レ

・
3

4

3

1

1

司

自

主

つ

は

1
J茅
語
る
畢
と
書

カ
ン
ガ
ル
ー
の
会

全
国
組
臓
の
主
十
団
体
が
加
盟
す

る
「
園
開
購
入
年
日
本
大
舎
の
決
醐

を
輿
現
す
る
た
め
理
安
EH
東
京
・

代
々
木
)
で
は
、
統
轄
の
と
お
り
、

昨
年
十
一
月
、
民
閥
女
隻
磁
を
聞

き
、
新
聞
向
日
行
動
計
固
、
女
子
畳
別

撤
廃
轟
胸
、
民
胆
毎
計
画
に
聞
ら

し
、
平
等
・
開
発
・
平
和
の
分
野
で

ど
の
程
度
目
揮
を
連
成
で
き
た
か

十
単身者の生活権を

検証する会が発足

(
主
柵
連
合
会
)
、
中
村
道
子
(
日

本
汎
太
平
洋
型
商
ア
ジ
ア
帽
人
協

会
〉
、
松
開
三
知
子
(
日
本
圃
人
有

桶
者
同
盟
)
夫
九
ち
と
間
連
柏
会
・

車
朝
周
庄
の
山
口
み
つ
子
さ
ん
ほ

、
、
ト
、
、
。

内
ω

畠
四
円

J
A
J

梅
田
首
相
に
手
置
さ
れ
た
世
睡
文

は
、
政
熊
決
定
書
加
、
教
育
・
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
、
労
働
、
家
康
福
祉
、

て
い
る
」
と
い
っ
た
隔
摘
が
さ
杭
た
一

よ
た
、
一
九
九
百
年
の
世
界
同
入

金
揮
の
開
催
地
に
つ
い
て
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
が
、
か
な
り
具
体
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
と
い
う
{

総
会
に
出
席
し
て
の
一
時
想
を
在
民

草
ん
は
「
政
府
代
理
代
田
吐
だ
か
ら
、

毎
ま
り
墜
も
冨
え
な
い
が
、
人
砲

を
語
る
介
吾
、
国
益
を
離
れ
て
、
地

球
レ
ベ
ル
で
一
括
る
よ
う
、
何
か
い
い

方
桂
は
な
い
か
と
圏
、
っ
。
人
情
噂
重

に
尽
4
Lる
の
だ
か
ら
、
国
連
房
語
調

し
て
い
く
べ
き
と
里
う
し
、
N
G
O

の
重
要
性
も
痛
感
し
た
を
語
っ
た
。

に
聞
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
と
の

H
b
-
一
つ
一
つ
の
逗
辛
ゐ
運
動
H
の
と

と
も
叩
っ
て
ほ
し
い
。
な
お
、
司
し
の

僻
訟
は
、
完
係
争
中
で
あ
る
。
(
桂
)

(
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
告
発
行
、
イ
ザ

ラ
一
-
周
晃
司
千
八
百
八
十
円
)

「
イ
ン
ド
の
女
た
ち
」

『

7
ヌ
と

か
り
の
報
告

マ
ド
ウ
l
・
キ
シ
ュ
ワ
l
ル
編

ル
l
ス
・
パ
一
一
安

鵬
き
す
代
香

し
て
い
る
雑
誌
『
マ
ヌ
シ
』
か
ら
の

配
車
で
開
聾
さ
れ
て
い
歪
杢
曹
は
、

今
日
で
も
行
わ
れ
て
い
る
階
組
・
性

別
に
よ
る
帯
期
の
哩
態
を
、
あ
ま
す

こ
と
な
く
伝
え
て
い
る
。

本
書
は
、
イ
ン
ド
に
お
り
る
階
融
、

都
市
と
地
方
の
相
見
、
そ
の
中
で
の

女
性
の
位
置
静
注
ベ
号
序
章
と
、
由

開
に
お
こ
っ
た
女
性
層
持
め
報
道
R

考
古
田
の
曹
と
で
一
帽
間
苦
杭
て
お
り
、

己
の
申
で
特
に
串
曹
は
、

の
、
開
え
た
ぎ
る
思
り
と
、

昨
高
力
と
が
本
圏
雲
夜
さ
せ
た

と
思
わ
ざ
る
軒
樽
な
い
。

〈明
h
・
庖

(猫
)

一
千
四
百
円
)

是
非
入
会
し
て
下
さ
い

こ
の
哲
え
に
と
圃
閣
の
方
、
是
非

ご
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
二
月
三
百
四
午
後
一
時
か

ら、

世
田
苗
主
性
セ
ン
タ
ー
・
研
瞳

空
4
(
小
由
町
議
、
井
の
調
輔
の
下

北
沢
駅
下
車
)
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

「
ひ
と
り
で
生
き
る
た
め
に
車
曽
有

の
生
活
を
属
鉦
す
る
』
を
行
い
ま
す
一

シ
ン
ポ
ジ
ス
卜
は
、
韓
千
代
〈
咽
暗

躍
閑
人
学
教
侵
)
、
金
在
典
了
(
弁

理
士
)
、
吉
田
糟
摩
〈
「
確
信
担
。

シ
ン
グ
ル
の
会
L
)
、
有
国
由
見
天
国

子
宮
々
昼
)
、
五
木
四
時
手
(
商
帥

者
欄
祉
研
究
京
王
ん
ら
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
金
酋
千
部
卒
夫
九
〈
生

活
肝
輔
家
〉

τす
。

問
い
合
わ
せ
は
、
石
川
由
起
(
一T

i
i
世
田
ハ
倉
上
重
四

s

九

一二
宮
O
=一
・
五
四
八
五
・
五
二

一
一
一
〕
に
お
願
い
し
ま
す
。

ひとり暮らしに市民権を持たすことが急務

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
A
f

日
本
の
社
姿
は
由
開
単
位
、
軍
族
単

位
空
挺
え
ら
れ
、
楠
舵
さ
せ
A
d
札
て

い
る
の
で
す
。
不
ゐ
結
構
、
ひ
と
り

膏
ち
し
の
人
は
、
公
的
な
幅
利
が
槽

民
れ
な
い
な
ど
天
利
、
不
圏
、
不
喧

伝
ど
が
散
眠
り
な
く
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
人
々
の
意
簡
を
は
じ
め
、

室
町
長
件
、
制
度
半
の
悶
曜
を
笹

惜
し
て
ひ
と
り
一
暮
色
し
に
市
民
帽

を
も
た
す
こ
介
添
急
明
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
私
た
ち
は
H
ひ
と
り
で
生

き
る
た
め
に
、
巾
聖
者
の
生
活
福
を

憤
征
す
る
告
〈
開
時
・
単
身
け
ん
)
仰

を
作
り
ま
し
た
自
分
た
ぢ
の
住
む

地
壊
で
、
ひ
と
り
園
内
'
￥
跨
げ
る

型
国
や
不
安
を
も
た
れ
ず
状
同
を
世

小
数
車
腔
や
ひ
と
り
甚
ら
し
が
噛
い
出
し
、
ぞ
れ
ち
を
解
栴
し
た

P必

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
晶
も
が
ひ
哩
な
制
樫
を
哩
京
し
て
い
き
た
い
と

と
り
暮
色
し
に
な
る
司
能
性
を
持
つ
思
い
ま
す
。

十 「
ら
い
て
う
再
発
見
」

平
塚
ら
い
て
う
を
読
む
会

今
年
は
平
塚
ら
い
で
弓
壬
挺
貫
工
且

年
、
ま
た
「
背
鞘
」
創
刊
八
十
年
に

あ
た
る
ロ
と
れ
を
記
念
し
「
平
塚
ら

い
で
う
砕
続
笠
宮
」
の
五
回
目
の
つ

ど
い
が
「
一
九
九
-
ら
い
て
主
再
開

旦
と
閉
し
て
聞
か
れ
る
。

報
告
は
岩
田
佐
代
子
さ
ん
H
「
青

崎
」
と
「
社
告
」
の
痕
点
な
ぜ
「
胃

池子シロウリガイ化石群を
天然記念物にする署名運動

J¥ 

鞘
」
は
野
桂
に
掴
ら
れ
た
か
。
石
崎
で
、
型
車
部
四
人
情
報
セ
ン
タ
ー
で
。

昇
下
さ
ん
H
平
揮
ら
い
て
う
と
日
本
画
輯
代
五
吉
円
。
開
膏
(
予
約
制
・

の
唖
生
思
想
l
!
?
・
五
七
シ
ヲ
五
盲
円
)
希
望
者
は
住
檀
ハ
ガ
キ
で

グ
ク
」
を
め
ぐ
っ
て
。
置
村
し
の
ぶ
一
T則
武
庫
野
市
中
町
3
川
m
i
m
-

さ
ん
い
学
婦
曲
争
再
臨
l
l
噛
挫
の
制
柴
田
件
夜
子
方
「
平
揮
色
い
て
う

ら
い
て
高
が
の
ぞ
ん
だ
も
の
。
害
加
を
醍
む
き

冒
0

1

5

・

M

l

有
の
フ
リ
1
ト
ー
ク
も
苓
告
匂
。

S
自
6
へ
申
し
込
む
。

3

月
十
日
間
一
時
半
i
四
時
半
ま

貴重な埋蔵文化財

切り崩された池子の轄と怒るデモ障

い
な
い
人
の
応
曹
も
敵
迎
す
る
U

応
揮
者
に
は
四
百
字
詰
頑
幅
十
五

i
二
十
牧
に
ま
と
め
、
一
月
末
日
ま

京

都

生

涯

大

学

で

原

稿

募

集

で
京
都
生
盛
大
牢
(
干
附
車
問

一-
1

左
京
区
田
中
間
高
血
町
二
八
l
一
)

応
罫
画
唱
は
、
京
都
に
十
年
以
上
に
。
聞
大
運
肯
委
員
(
軍
土
谷
あ
っ

住
ん
だ
こ
戸
品
川
あ
る
か
、
京
都
で
一
瞬
チ
、
よ
杉
苧
圃
さ
ん
ほ
か
)
学
生
雷

業
生
吉
を
五
年
以
上
送
っ
た
己
と
の
員
が
審
者
の
上
、
上
位
十
二
名
を
回

あ
る
四
十
五
闇
以
上
の
人
で
、
性
別
、
月
一
自
に
発
考
膏
醐
逝
宅
間
合

国
掴
不
聞
い
ま
、
京
都
に
住
ん
で
せ
は
文
書
で
。

ろノろ守を森の子池
拍
子
の
曜
を
守
る
「
あ
「
池
チ
シ
さ
れ
ま
し
た
こ
れ
は
世
界
的
に
学
い
と
一
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
は
緊
急

ロ
ウ
リ
ガ
イ
化
石
群
」
を
実
聞
記
念
間
的
価
償
が
高
い
歯
毘
な
も
の
と
折
を
哩
し
て
い
占
す
o
宵
名
は
年
齢
、

開
に
拍
手
る
た
め
の
吉
署
名
に
眠
が
つ
ロ
兵
ま
し
た
に
も
か
か
宙
帽
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
。
語

と
協
力
主
」
い
。
わ
ら
ず
、
国
は
調
査
輯
了
次
構
、
踊
嗣
宅
供
を
守
る
市
民
2
E
T
淵
逗

也
子
の
躍
で
一
健
司
」
の
一
一
年
間
文
を
融
唖
し
、
米
軍
住
七
#
晶
表
す
る
子
市
開
山
8
1
7
(
宮
0
4
8

化
問
調
査
の
桔
覇
、
圃
申
志
壇
画
文
介
」
、
工
事
を
中
止
す
る
気
は
ふ
夢
¥
耳
目
・
7
2
・
9弓
H

E
〕

化
財
が
蝿
見
古
れ
ま
し
弓
そ
し
て
り
ま
せ
ん
o
力
ン
パ
恥
語
力
レ
て
国
け
た
ら
宰

こ
の
ほ
ど
、
相
手
米
軍
住
宅
計
画
地
私
た
『
は
、
化
石
群
を
実
関
記
念
い
で
す
。
郵
便
缶
関
川
園
揖
8
・
4

内
で
シ
ロ
ウ
リ
ガ
イ
化
石
群
が
揖
見
物
に
指
定
、
人
物
の
酎
産
を
守
り
た
8
z
p
l
。

自
分
史
と
京
都
の
記
録

京
都
生
亜
大
半
で
は
、
と
く
普
通

の
人
び
と
の
自
分
史
ハ
イ
ラ
イ
ト
の

聾
慣
に
よ
る
京
都
の
配
鋸
「
生
き
て

い
ま
私
が
語
る
・
京
都
」
の
原
楠
弾

蝿
を
し
て
い
る
ロ

日
時
三
2
月
9
日
ω
問
時
i
m
時
廿
だ
・
夜
の

み

)

「

輔
自
大
名
と
実
畢
l

没
落
と
自

明
所
・
臼
本
キ
リ
ス
ト
教
告
輿
闇

・
大
阪
ニ
コ
ニ
コ
離
婚
摘
座
切
回
避
K
笑
畢
翻
」

同
時
軍
稲
田
下
申
自
分
)
害
加
聞
配
意
y
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
か
り
の

日
時
B
2
月
日
国
間
均
時
塘
所

民

目

白

円

問

合

せ

甲

子

早

グ

家

族

と

種

地

」

。

関

浜

市

開

港

配

会

話

調

両

ロ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
愛
員
A
E
官
邸
日
開
品
品
目
回
日
時
却
分
女
合
明
(
闇
浜
市
大
助
教
侵
)
会

・
5
2
i
3
・
8
l
ハ
日
場
所
大
阪
府
立
蝿
人
会
館
令
葎
霊
-
A

H
U
内
土
産
匂

「
建
国

-vシンポ
ジ
ウ
ム
住
民
事
裁
判
と
金
シ
ン
ポ
ツ
ス
ト
松
尾
道
下
谷
容
あ
日
」
藁
窓
す
る
2
・
口
県

天

皇

制

輯

士

)

、

竹

川

幸

子

〈

弁

腫

士

)

、

い

宍

昼

間

角

せ

'

谷

宮
o
t
b

日
時

E2
月
9
白
出
日
時
刻
分
円
よ
り
宇
(
司
会
、
日
時
刻
分
か
・
3
l
f
I
H
E

咽
所
都
ウ
扇
人
情
報
セ
ン
タ
ー
散
ら
分
科
童
、
託
児
育
問
合
せ
。
円

・
支
払
基
金
女
性
界
棺
重
罰
・
買

空
間
調
福
島
醐
砲
、
岬
顕
富
士
よ
り
子
事
閉
所
官
m
・
3
4
Q
4
・

京
高
誼
第
2
回
公
判

ノ
T
寸
劇
、
酎
抽
会
場
カ
ン
パ
z
t
t
竹
川
幸
子
法
揮
事
朝
所
日
開
2
月
ロ
日
同
日
時
唱
曲

5
0
0
円
、
保
育
島
り
閉
合
せ
・

世
間凶
・
3
官
b
・
la
R
E
e
南
京
高
問
問
号
法
廷
間
色
せ
r

E
m山
・
3
A
H
4
・
2
3
4
b
(
た

・
天
皇
制
ほ
な
ぜ
存
続
し
た
か
全
国
軍
量
骨
骨
組
合
開
京
立
部
古
川出

R
R
9
6
1
8
1
附

守
品
目
1
年
ヘ
テ
イ
タ
オ
フ
l

大
阪
の
吉
た
ち

日
間

・2
月
山
日
例
目
時
場
所

メ
ル
パ
ル
ク
O
S
A
K
A
(
新
大

阪
駅
下
車
)
内
宮
蝿
人
怠
口
セ

ン
タ
ー
聖
称
採
用
者
型
車
ビ
ジ
ョ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
隈
本
洋
子
、
駒
尺

胃
黄
、
金
子
郁
容
、
川
曹
回
好
恵
、

司
会
畠
帽
今
白
芋
ほ
か
問
合
せ

大
阪
府
同
人
政
商
眼
冒
m
-
9
4

2

・!

咋
何 i
A 

ま

っ

さ

ら

t光
の

中

に

湯

気

が

美

l

〈

ゆ

れ

て

、

お

湯

の

音

d

b

ピ

ナ

ピ

テ

と

張

り

切

っ

て

γ
ま

す

。

朝

の

若

ド

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

お

風

呂

中

か

ら

発

散

さ

れ

て

く

る

よ

・

?

で

す

。

寝

床

か

ら

、

浴

室

「

直

行

。

1

時

間

、

ド

ゃ

、

2

時

間

だ

っ

て

か

ま

わ

な

γ。
の

ん

び

り

つ

か

つ

て

γ
る
・
?

ち

に

、

新

l

v

自

分

が

だ

ん

だ

ん

と

目

覚

め

て

う

ま

す

。

幅広いクシ・フ。ラシっき
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タッチネスE三2
お徳、用

押してぬるたけで白髪をきれいにかくします

ょ~一・・山一

Aapぐ
~
負
担

崎

h
Z
2
F
高

ヨ
孝
一ーの一山守

残りの液が見える便利な窓っき

そ
し
て

ケ
ー
キ
の
甘
味
、
レ
モ
ン
の
酸
味
、

梅
干
し
の
塩
味
、
ビ
ー
ル
の
苦
味
。

コ
ン
ブ
や
か
つ
お
節
の
J

つ
ま
昧
じ
。

み
ん
な
同
じ
基
本
味
で
丈

UMAMIは世界の味覚です。
「味!こ11、美昧かイ:昧しかない」なH.宜通tか

いわれる人は言"lすカ【実I"うと、ょの方々 こ
そ、右4の基本昧には敏感なのです。料珂が生き

るも死Jlb.この甘・酸・温・皆・「うま味」のL‘かし

}jしだい.ピールに苦味がなかったらピールで

なレようにお椀に「うま味Jが欠けてL、t:ら、まっ
た〈峠が引きたちません。「うま味JI1コンブかつ

お節、しいた刊のダシtしてH本人の味覚を育て

て〈れた味。現在では、グルタミン般ソ タ(イノムシ

ン駿ソーダ:グアニル厳ソ-51"1め「うま味調味料J

tして、日本;.:ニえて世界の食卓で霊されています.

|日本うま昧調味料協会|
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月
に
は
初
段
挑
戦

一ー一..... 

1991年 1月 30日

東
京
・
板
橋
区

久
明
舘
道
場
で

礼
儀
作
法
も
学
ぶ

日
本
の
武
道
に
興
味
を
も
ち
、
来
日
し
た
東
欧
の
女
性
が
、
剣
道
と
出
合
い
、
そ
の
魅
力
に
す
っ
か
り
と
り

つ
か
れ
て
、
連
日
の
猛
げ
い
古
に
励
ん
で
い
る
。
乙
の
女
性
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ろ
や
っ
て
き
た
ス
タ
ニ

ス
ラ
パ

・
シ
ュ
ラ
ム
コ
ヴ
ァ
さ
ん
(
ニ
回
)
。
チ
ェ
コ
で
剣
道
は
ま
だ
良
く
知
ら
れ
て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
い
う

が
、
「
帰
国
後
は
、
自
分
の
武
道
場
を
開
き
、
剣
道
を
広
め
た
い
」
と
、
国
で
初
の
女
性
剣
士
は
夢
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
い
る
。

シ
ュ
ラ
ム
コ
ヴ
ァ
さ
ん
は
、
首
都
ポ
l
ツ
用
品
販
売
会
社
で
働
き
出
し
東
京

・
板
橋
区
に
あ
る
久
明
舘
道

プ
ラ
ハ
の
北
東
約
百
キ
ロ
M
に
位
鐙
す
て
か
ら
も
空
手
に
ま
す
ま
す
熱
中
、
場
は
今
年
で
創
立
三
十
三
年
を
迎
え

る
フ
ラ
デ
ッ
ツ
ク
ラ
ロ
ベ
出
身
。
昨
道
場
で
は
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
よ
る
名
門
の
剣
道
場
で
、
ォ
1
ス
ト
ラ

年
五
月
に
来
日
、
東
京

・
板
橋
区
に
う
に
な
っ
た
。
当
時
は
「
四
時
に
起
リ
ア
に
留
学
経
験
の
あ
る
久
保
昭
舘

あ
る
剣
道
場
、
東
京
久
明
鎗
道
場
〔
久
き
、
道
場
で
朝
げ
い
古
を
し
て
か
ろ
長
は
語
学
が
堪
能
。
乙
れ
ま
で
も
海

保
昭
舘
長
)
に
住
み
込
み
修
行
中
だ
。
出
動
、
七
時
か
ら
四
時
ま
で
働
き
、
外
一
一
十
数
カ
国
か
ら
、
の
べ
千
二
百

道
場
で
は
ス
タ
l
ニ
ャ
の
愛
称
で
親
仕
事
を
終
え
て
ま
た
道
場
へ
」
と
い
名
の
修
行
生
を
迎
え
て
い
る
。

し

ま

れ

て

い

る

。

う

ハ

ー

ド

な

日

々

。

チ

ェ

コ

か

ら

初

め

て

、

し

か

も

女

来
日
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
好
き
な
乙
と
な
の
で
辛
く
は
な
か
性
の
修
行
生
を
受
け
入
れ
る
と
あ
っ

.
は
、
十
一
二
歳
の
時
に
来
知
の
国
日
本
っ
た
が
、
こ
う
し
た
生
活
が
約
六
年
て
、
久
保
舘
震
が
、
外
務
省
や
法
務

に
あ
こ
が
れ
て
空
手
亭
伍
阻
め
た
乙
と
続
き
、
日
本
武
道
へ
の
興
味
が
い
っ
省
に
何
度
も
足
を
運
ん
だ
結
果
、
一

か
ら
。
チ
ェ
コ
で
は
空
手
は
日
本
武
そ
う
つ
の
っ
た
と
き
「
日
本
へ
行
っ
年
閣
の
文
化
活
動
ビ
ザ
が
お
り
る
乙

道
の
中
で
は
柔
道
と
と
も
に
良
く
知
て
、
直
接
習
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
と
に
な
り
、
ス
タ
l
ニ
ャ
の
願
い
が

ち
れ
て
お
り
、
人
気
も
高
い
。
現
在
、
気
持
が
、
当
然
の
よ
う
に
起
こ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

フ

ラ

デ

ッ

ク

タ

ラ

ロ

ベ

に

三

道

場

、

い

っ

た

。

約

二

カ

月

後

、

外

貨

持

ち

出

し

に

空
手
人
口
は
約
二
百
五
十
人
も
い
る
プ
ラ
ハ
で
空
手
と
剣
道
を
や
っ
て
制
限
が
あ
る
た
め
、
日
本
円
に
し
て

と
い
う
が
、
当
時
、
町
に
は
ひ
と
つ
い
る
友
人
が
お
り
、
そ
の
人
が
H
本
約
七
万
円
の
米
ド
ル
を
持
ち
来
日
し

の
道
場
も
な
く
「
英
語
で
密
か
れ
た
の
久
明
舘
道
場
を
ト
紹
介
し
て
く
れ
た
ス
タ
l
ニ
ャ
は
、
久
明
舘
で
初
め

本
を
頼
り
に
、
独
学
で
始
め
た
」
と
た
。
「
ぜ
む
行
き
た
い
の
だ
」
と
い
て
見
る
剣
道
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ

い

う

。

う

気

持

を

込

め

た

手

紙

を

、

さ

っ

そ

て

し

ま

っ

た

。

剣

道

は

た

だ

伎

を

競

十
七
歳
で
、
町
に
あ
る
国
営
の
ス
く
包
き
、
道
場
あ
て
に
送
っ
た
。
う
の
で
は
な
く
、
礼
儀
作
活
を
重

安斎 f、来斤胆靭

毎臼 6時間の猛げし、こ。「剣道が大好きなので、
ちっとも辛くなし、jと語るスターニャ

国ぎ量E

zuusず

は
青
葉
の
方
が
芳
香
性
が
強
く
良

い
と
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ス
パ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
は
若
葉
を
製

晶
と
し
て
い
ま
す
。

よ
く
調
理
場
の
人
遣
は
『
月
桂

樹
の
葉
は
、
乾
燥
す
る
と
香
り
が

強
く
な
る
』
と
い
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

l
。
ベ
イ
リ
1
ベ
ス
の
葉
を
乾

燥
し
て
も
決
し
て
精
油
成
分
は
増

え
ま
せ
ん
。
葉
を
乾
燥
さ
せ
る
と
、

葉
中
に
含
ま
れ
て
い
る
水
分
が
蒸

発
し
ま
す
が
、
そ
の
と
き
水
分
と

と
も
に
青
臭
い
成
分
(
低
沸
点
の

成
分
)
が
一
緒
に
飛
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
ス
パ
イ
ス
の

特
徴
的
な
精
油
成
分
の
番
り
が
強

く
感
じ
ら
れ
、
あ
た
か
も
精
油
成

分
が
多
く
は
っ
た
よ
う
に
感
じ
る

の
で
す
。
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の
青
い
若
葉
を

そ
の
ま
ま
料
理
に
使
う
方
が
い
ま

す
が
、
葉
の
青
臭
い
芳
香
を
生
か

す
場
合
な
ら
と
も
か
く
、
肉
の
臭

み
を
と
る
目
的
な
ち
、
乾
燥
し
た

も
の
を
使
っ
た
方
が
効
果
的
で

は
緑
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

が
古
く
な
る
と
、
瓶
な
ど
虫
喜

す。
乾
燥
し
た
て
の
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

(第 3種劃更物認可)

ベイリーブスの収穫期

砂27‘

ろが最適

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
爆
の

質
問
に
答
え
る
Q
&
A
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
何
か
質
問
が
あ
り
ま

し
た
句
、
ど
し
ど
し
編
集
室
へ
と

連
絡
下
さ
い
。

Q

庭
に
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の
木

が
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
頃
収
穫
し

た
ら
い
い
で
す
か
?

(横
浜
・

c
-
S
)

Q

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の
上
手
な
干

し
方
宇
佐
教
-
え
て
下
さ
い
υ

(
東
京

・
M
-
H
)

A

今
回
は
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
に

つ
い
て
の
貿
聞
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
家
庭
の
庭
木

と
し
て
月
桂
樹
を
植
え
て
い
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
c

月
桂
樹
の
葉
は
、
肉
の
臭
み
消

し
用
ス
パ
イ
ス
と
し
て
利
用
し
ま

す
。
和
名
は
「
月
経
樹
の
葉
」
、

英
名
「
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
」
、
仏
名

を
「
ロ

l
リ
エ
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
木
は
ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑

樹
で
、
一
年
中
緑
色
の
葉
を
つ
け

て
い
ま
す
。
四
月
i
七
月
に
か
け

て
若
葉
が
出
ま
す
が
翌
年
の
二
月

頃
に
は
若
葉
の
三
1
五
倍
の
大
き

さ
に
成
長
し
ま
す
。

葉
の
大
き
さ
は
数
倍
に
も
変
化

し
ま
す
が
、
葉
の
組
織
中
に
含
ま

れ
て
い
る
精
油
成
分
は
、
若
葉
の

方
が
比
率
的
に
か
な
り
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
精
油
成

分
を
活
用
す
る
ス
パ
イ
ス
と
し
て

}ヂ

」圃'若葉の

第 954号

ん
じ
る
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
。
昇
級
、

昇
段
審
査
で
は
、
試
合
に
の
ぞ
む
礼

儀
や
所
作
が
重
要
視
さ
れ
、
技
と
合

わ
せ
て
審
査
さ
れ
る
。

竹
刀
や
袴
、
面
や
胴
衣
、
小
手
な

ど
の
防
具
も
初
め
て
見
る
も
の
ば
か

り
だ
っ
た
が
、
「
剣
道
の
方
が
、
柔

道
や
空
手
よ
り
複
雑
な
ス
ポ
ー
ツ
に

見
え
、
難
し
い
も
の
に
挑
戦
し
た
い

と
思
っ
た
」
と
い
う
の
が
、
率
直
な

感
惣
。
し
か
し
、
実
際
に
け
い
古
を

始
め
て
み
る
と
、
そ
の
難
し
さ
が
日

々
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ
れ

だ
け
に
奥
の
深
い
剣
道
に
い
っ
そ
う

ひ
か
れ
、
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

道
場
で
の
日
課
は
四
時
半
に
起

床
、
月
、
水
、
金
は
、
新
木
場
に
あ

る
讐
視
庁
武
道
館
の
朝
げ
い
古
に
出

か
け
、
午
後
四
時
か
ら
は
久
明
舘
で

子
供
た
ち
と
、
七
時
か
ら
は
大
人
の

門
下
生
と
と
も
に
け
い
古
。
内
容
は

素
振
り
、
掛
り
げ
い
吉
、
切
り
返
し

な
ど
厳
し
い
も
の
だ
が
、
乙
れ
を
繰

り
返
し
、
み
っ
ち
り
-と
練
習
。
「
け

い
百
時
間
は
毎
日
六
時
間
ぐ
ら
い
」

と
い
う
。
乙
の
ほ
か
枝
道
や
居
《
道

も
専
門
の
先
生
に
つ
い
て
習
っ
て
い

る。
け
い
古
熱
心
な
の
で
腕
の
方
も
メ

キ
メ
キ
上
が
り
、
来
日
し
て
約
半
年

で
す
で
に
剣
道
、
箆
温
一
級
、
属
合

道
初
段
を
取
得
、
乙
の
二
月
に
は
剣

道
初
段
に
挑
戦
す
る
。

「
努
刈
家
だ
し
、
剣
道
に
取
り
組

む
姿
勢
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
ま
ま
修
行
を
積
め
ば
、
す

ば
ら
し
い
剣
道
家
に
な
れ
る
」
と
、

久
保
館
長
も
太
鼓
判
を
押
す
ほ
ど
。

外
国
か
ち
の
就
労
生
も
多
い
中
で

「
そ
の
時
間
を
け
い
古
に
あ
て
、
い

ろ
い
ろ
は
こ
と
を
体
験
さ
せ
た
い
」

と
い
う
館
長
や
周
囲
の
人
々
の
温
か

い
は
か
ら
い
で
、
道
場
や
ホ
l
ム
ス

に
入
っ
て
い
て
も
、
段
々
か
っ
色

に
な
っ
て
き
ま
す
。
乙
れ
は
、
精

油
成
分
や
色
素
成
分
な
ど
が
、
紫

外
線
に
よ
っ
て
変
化
す
る
か
ち
で

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
光
の
当
ち

な
い
密
閉
容
器
に
入
れ
て
お
く
と

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
存
す
る
と
葉
の
緑
の
色
が
変

化
し
ま
す
の
で
、
緑
の
色
が
鮮

か
な
も
の
ほ
ど
良
い
ス
パ
イ
ス
と

思
い
こ
み
、
緑
色
に
こ
だ
わ
り
、

月
経
樹
の
葉
を
お
茶
の
製
法
と
同

じ
織
に
乾
燥
し
て
、
緑
色
を
保
つ

方
が
い
ま
す
。
若
葉
を
一
度
蒸
し

器
で
蒸
し
て
乾
燥
す
る
方
法
で

す
。
乙
う
し
ま
す
と
、
確
か
に
葉

の
鮮
か
な
緑
色
は
保
て
ま
す
が
、

と
の
方
法
は
良
い
方
法
と
は
い
-
え

ま
せ
ん
。

ス
パ
イ
ス
の
生
命
と
い
う
べ
き

精
油
成
分
が
加
熱
さ
れ
、
蒸
気
に

よ
っ
て
か
な
り
蒸
発
し
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。
乙
れ
は
葉
を
日
陰
で

干
し
た
も
の
と
、
蒸
し
た
も
の
を

噛
ん
で
比
較
し
て
み
ま
す
と
よ
く

分
か
り
ま
す
。
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の

魚屋との談判成功

る。翌
朝
一
番
に
{
ヲ
¥
と
、
ハ
ン
サ

ム
な
魚
屋
は
、

「
ボ
ン
ジ
ュ
ル
、

マ
ダ
!
ム
。
昨
臼
の
エ
ビ
は
つ
ま

か
っ
た
ろ
う
」
と
し
ろ
ば
つ
く
れ

る
。
「
ノ
ン
。
あ
れ
は
腐
っ
て
い

た
わ
」
。
「
何
、
腐
っ
て
い
た
っ
て
。

だ
っ
た
ら
何
で
す
ぐ
に
持
っ
て
来

な
い
ん
だ
。
俺
か
海
で
捕
っ
て
る

訳
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、
俺
の
せ

い
じ
ゃ
な
い
」
と
言
う
の
で
、
こ

ち
ら
も
負
り
じ
と
、
「
と
と
は
昼

に
は
閉
ま
る
か
ら
来
な
か
っ
た
の

よ
。
あ
あ
高
い
ゴ
ミ
だ
と
と
」
、

回
ら
な
い
口
で
い
ゃ
み
を
浴
び
せ

る
。
そ
の
内
に
周
り
に
会
垣
が
出

来
て
く
る
。
聞
き
耳
を
立
て
ら
れ

る
と
、
ポ
ケ
ヅ
ト
辞
典
を
出
し
て

も
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
加
、え
で
も
、

状
況
を
う
ま
く
説
明
出
来
な
い
。

「
と
に
か
く
四
円

δ
デ
ィ
ナ
ー
ル

返
し
て
よ
」
と
わ
め
い
て
や
る
と
、

彼
の
隣
り
の
小
柄
な
主
人
が
何
事

か
噸
や
い
た
。
す
る
と
彼
は
急
に

し
お
れ
、
不
承
不
承
自
の
前
の
エ

ビ
を
掴
ん
で
投
げ
て
よ
こ
し
た
。

昨
日
の
よ
り
小
さ
い
が
、
談
判
は

成
功
し
た
様
だ
。
清
水

夏

江

(
こ
の
項
お
わ
り
)会議協及普よィ，AM

 
さお会産水本口同駄

ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

の

巻

⑥

オ

マ

l
ル
エ
ビ

か
ら
と
、
怒
り
が
込
み
上
げ
て
く

る
。
ぞ
れ
に
ま
十
白
本
人
が
だ
ま

さ
れ
た
ら
大
変
、
こ
れ
は
絶
対
に

談
判
に
行
く
べ
き
だ
と
決
意
す

オ
ラ
ン
港
で
捕
れ
る
も
の
で
忘

れ
て
な
ろ
な
い
の
は
、
オ
マ
l
ル

エ
ビ
一で
あ
る
。
シ
ー
ズ
ン
は
三
月

か
ら
六
月
頃
で
、
体
長
は
五
十
円
ン

も
あ
る
。
伊
勢
エ
ビ
に
比
べ
、
は

さ
み
が
ザ
リ
ガ
ニ
に
似
て
大
き

'υv 
例
の
マ
ル
シ
ェ

・
ミ
ッ
シ
ェ
レ

の
地
下
に
子
供
の
手
を
引
い
て
下

り
て
行
く
と
、
口
髭
を
た
く
わ
え

た
魚
屋
の
お
っ
さ
ん
が
待
ち
受
け

て
い
る
。
い
い
カ
モ
が
来
た
わ
い

と
思
っ
た
の
か
、
大
き
な
エ
ビ
を

ぐ
っ
と
つ
か
み
、
足
を
ヒ
ョ
イ
ヒ

ョ
イ
と
動
か
し
て
、
「
生
き
て
る

よ
。
生
き
て
る
よ
」
等
と
言
う
の

で
、
私
は
て
っ
き
り
生
き
て
い
る

も
の
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

実
は
あ
や
つ
り
人
形
の
僚
に
、
指

先
で
エ
ビ
-を
動
か
し
て
い
た
に
達

、
F
h

、。

'utJV 

家
に
帰
る
と
、
夫
が
、
「
こ
れ

は
と
っ
く
に
と
臨
終
だ
ぞ
。
ろ
く

に
見
も
し
な
い
で
買
う
か
ら
だ
」
。

杢
足
、
金
属
の
洗
面
器
で
ゆ
で

た
色
、
中
身
が
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
け

だ
し
、
赤
い
立
派
な
般
だ
け
が
残

っ
た
!
四
円

δ
デ
ィ
ナ
ー
ル
(
当

時
で
二
万
四
千
円
)
も
し
た
ん
だ

腐っていたオマール海老
等調傘"~・

一口メモ

轡時
オマール<ウミザリガニ税〉

35~"くらいから大さいのは50:\'-"
にもなる。ザリガニのような大

きな爪が特徴。カナダやアメリ

カに分布している。色は暗緑色

で、ボイルすると鮮かな赤色に
なる。

国
で
初
の
か
女
性
剣
士
山
H

を
夢
見
て

テ
ィ
先
で
世
話
に
な
り
な
が
ら
、

道
、
茶
道
、
華
道
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
日
本
文
化
に
も
触
れ
て
い
る
。

当
初
、
ま
る
で
わ
か
ち
な
か
っ
た

日
本
語
も
、
教
え
て
も
ら
っ
た
ら
す

ぐ
メ
モ
し
、
辞
密
を
ひ
く
と
い
う
熱

心
さ
も
あ
っ
て
、
聞
く
こ
と
と
、
話

す
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
不
自
由
し
な

い
ま
で
に
上
達
し
た
。

自
由
化
で
、
ソ
連
と
の
深
い
関
係

を
絶
ち
、
自
力
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一

ス
パ
イ
ス
と
し
て
の
品
質
は
、
見

か
け
上
の
色
で
は
な
く
、
有
効
成

分
が
あ
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト

な
の
で
す
。

家
に
あ
る
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
を
乾

燥
す
る
と
き
は
、
若
葉
を
収
穫
し

た
後
、
十
分
に
陰
平
し
を
し
て
か

ら
密
輿
合
器
で
保
存
し
ま
す
。
乾

燥
し
ま
す
と
業
は
い
く
ぶ
ん
丸
ま

っ
て
き
ま
す
が
、
ス
パ
イ
ス
と
し

て
の
効
果
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
葉
を
平
に
乾
燥
し
た
い
と

き
は
、
新
聞
紙
に
並
べ
、
押
し
花

を
作
る
要
領
で
行
な
う
と
良
い
で

し
ょ
う
。
(資
料
提
供
・

ラ
イ
オ
ン
家
庭

斜
学
研
究
所
/
本
文
・

武
政
=
一

男
、
イ
ラ
ス
ト
・
細
田
貞
一

)

固
と
し
て
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
チ
ェ

コ
ス
ロ
バ
キ
ア
。
国
で
は
経
済
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
就
職
難

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
「
私
は
自

分
で
武
道
場
を
開
く
か
ら
大
丈
夫
」

と
ニ
ッ
コ
リ
。
今
後
、
日
本
で
二
年

間
ぐ
ら
い
か
り
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
び
「
帰
国
後
は
、
自
分
の
武
道

場
で
子
供
た
ち
に
剣
道
を
教
『
え
る
と

と
が
夢
」
だ
と
い
う
。

---E

一方
組
釧
』
二重
一一

t
3
!
J
u
-
-三ヨ一一

V
英
国
風
景
の
巨
匠
1
1タ
!
ナ

さ
つ
が
入
る
入
場
料
l
型
計
百
円

|
銅
版
画
展

V
一
ア
ナ
|
サ
ッ
ク
ス
奏
者

マ

サ

会
期
:・
2
月
2
白
出
i
お
日
開
叩

の
里
帰
り
J
A
Z
Z
ラ
イ
ブ

l
n

時
1
げ
時
会
場
:
富
士
美
術
館

東
京

(
静
岡
県
富
士
宮
市
)
内
容
:
夕

日

時

i
2
月
日
日
働
団
時
鈎
分
開

l
ナ
l
後
期
の
油
彩
画
、
水
彩
画
、
場
場
所
:
・
吉
祥
寺
「
の
ろ
」
(
宮

素
描
を
原
画
に
し
た
銅
版
画
集
「
タ

0
4
2
2
・

ω・
4
9
1
5
チ
ケ

l
ナ
l
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
作
品
の
ッ
ト
:-q
6
0
0円

(LBリン
ク

中
か
ら
均
点
を
展
示
入
場
料
:
大
付
)
三
年
前
に
N
・
Y
に
飛
び
だ

人
g
b
O円
、
大
高
生

3
0円
、
し
た
マ
サ
が
一
時
帰
国
主
す
。
彼

中
小
生

2
0
0門
主
催
・
附
富
士
女
は
大
阪
が
育
て
た
テ
ナ
l
サ
ッ
ク

美
術
館
包
0
5
4
4
・
日
・
2
5
5
ス
奏
者
。
本
場
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス

0

ト
リ
l
ト
ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
磨

V
「幻
舟
」
ア
ン
コ
ー
ル
上
映

い
た
腕
を
楽
レ
み
ま
せ
ん
か
。
間
合

日
時
・:
2月
2
日
出
i
M
A
日
間
幻
せ
・・
マ
叶
多
}
東
京
に
迎
え
る
女
た
ち

時
か
ら
場
所
・:
武
蔵
野
ホ

1
ル

包
0
4
2
b
・
日
・

4
7
Q
4
(石

(
中
野
宮
田
・
3
3
8
9
・

2
6
橋
)

-
)
2月
2
日
は
花
柳
幻
舟
の
あ
い

カレーの桟橋 (ターナー)

製造・販売サントリー繰式会社飲酒は20.を過""てから。

つ

新年早々の般ゃぶり宣言で乱
いままでは、安を般ごとビールにしていました。

とニろカミサントリーは、世界で初めて安の殺をやぶってビールをつくりました。

すると、どうてeしょう。新しい、うまさ、きわやかさ。

今年のビールはこれです。もうすぐ皆機にお届けします。ご期待ください。

1991年迎春
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[殻ゃぶり]近白書場

希望小売価格は参考価格であり、小売唐織はこれになんら拘束されることなく、自主的に価格設定でき正式
酒類小売繁における公正鰻争規約により自動販売績による，酉績の販売は午後11時から午前5時まで停止されています。
お値段はふつうのビールと同じで乱希望小売価格(ただし版保証金含む消寅税込み)633ml大級320円 500ml中鼠275円 334m!小瓶195円 500mtロング缶285円 350m!レギュラー缶220円
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東
京
・
板
橋
区

久
明
舘
道
場
で

礼
儀
作
法
も
学
ぶ

日
本
の
武
道
に
興
味
を
も
ち
、
来
日
し
た
開
欧
の
女
性
が
、
剣
道
と
出
合
い
、
そ
の
魅
力
に
す
っ
か
り
と
り

つ
か
れ
て
、
亜
日
の
猛
げ
い
古
に
扇
ん
で
い
る
。
こ
の
女
性
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
や
っ
て
き
た
ス
タ
ニ

ス
ラ
パ

・
シ
ュ
ラ
ム
コ
ヴ
ァ
さ
ん
同
一
一
四
可
チ
ェ
コ
で
剣
道
は
ま
だ
良
く
知
ら
れ
て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
い
う

が
、
「
帰
国
語
は
、
自
分
の
武
週
明
を
品
開
4
R
剣
道
を
広
め
た
い
」
と
、
国
で
初
の
女
性
剣
士
は
事
を
ふ
く
ち

ま
せ
て
い
る
。

シ
ュ
ラ
ム
コ
ヴ
ァ
さ
ん
は
、
首
都
ポ
l
ツ
用
品
販
売
会
社
で
働
さ
出
し
閤
京
・
仮
楠
区
に
あ
る
久
明
畠
遭

プ
ラ
ハ
の
北
東
約
百
J
Mに
位
置
す
て
か
ち
も
空
手
に
ま
す
ま
す
問
中
、
唱
は
今
年
で
創
立
=
一
十
三
軍
砕
通
五一

る
フ
ラ
デ
ッ
ソ
ク
ラ
ロ
ベ
出
島
。
昨
道
場
で
は
τど
も
た
ち
に
教
主
一
号
よ
る
名
門
の
剣
道
場
で
、
オ
l
ス
ト
ラ

年
五
月
に
来
日
、
型
車
・
仮
楠
区
に
う
に
な
っ
た
。
当
時
は
「
同
時
に
起
リ
ア
に
留
学
桂
酷
の
あ
る
久
保
昭
館

あ
る
剣
道
輔
、
関
京
孔
明
掴
道
明
(
久
き
、
適
時
で
朝
げ
い
古
を
し
て
か
ら
毘
は
語
学
が
庖
能
。
己
れ
占
で
も
品
開

保
昭
街
畏
)
に
住
み
込
み
陣
行
中
だ
。
出
動
、
七
時
か
ら
四
時
ま
で
働
き
、
外
三
十
世
カ
国
か
ら
、
の
べ
千
二
百

道
唱
で
は
ス
タ
l
一
一
ャ
の
唾
祢
で
朝
仕
事
者
繕
え
て
ま
た
週
明
へ
」
と
い
名
の
惜
行
生
を
屈
τ
え
て
い
る
。

し

ま

れ

て

い

る

。

う

ハ

ー

ド

な

日

々

。

チ

ェ

コ

か

ら

病

め

て

、

し

か

も

女

来
日
す
る
き
っ
か
廿
に
な
っ
た
の
好
き
な
乙
と
な
の
で
辛
く
は
な
か
性
の
鐸
円
安
〈
受
け
入
れ
る
と
あ
っ

は
、
十
三
調
の
時
に
未
聞
の
国
国
本
っ
た
が
、
こ

puた
生
活
が
約
六
年
て
、
久
保
脂
質
か
、
外
務
省
や
法
務

に
あ
と
が
れ
て
ま
苦
有
短
め
た
己
と
閉
さ
、
日
本
武
道
へ
の
興
味
が
い
っ
省
に
伺
度
も
逗
を
通
ん
だ
結
果
、
一

か
色
。
チ
ヱ
コ
で
は
空
手
は
日
本
武
号
つ
つ
の
っ
た
ル
這
「
日
本
へ
一
円
っ
年
間
の
文
化
活
耐
ピ
ザ
が
お
り
る
己

湿
の
中
で
は
柔
道
と
と
も
に
良
く
一
回
て
、
直
接
習
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
と
に
な
り
、
ス
タ
1
ニ
ベ
の
願
い
が

ち
れ
て
お
り
、
人
気
も
高
ド
。
現
賀
気
持
が
、
当
然
。
受
託
起
こ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

フ
ラ
デ
ッ
ク
タ
ラ
ロ
ベ
に
三
週
明
、
い
っ
た
。
約
二
カ
月
桂
、
外
圃
持
ち
出
し
に

空
手
人
口
は
約
二
百
五
十
人
も
い
る
プ
ラ
ハ
で
空
享
と
剣
道
を
弔
っ
て
制
限
が
あ
る
た
め
、
臼
ぶ
円
に
し
て

と
い
う
が
、
当
時
、
町
に
は
ひ
と
つ
い
る
友
人
が
お
り
、
そ
の
人
宮
本
約
七
万
円
の
米
ド
ル
毒
主
口
し

の
週
明
も
な
く
「
英
語
で
膏
か
れ
た
の
久
明
掴
道
明
を
相
介
し
て
く
れ
た
ス
タ
l
ニ
ャ
は
、
久
明
舘
で
初
め

本
を
頼
り
に
、
曲
?
?
始
め
た
」
と
た
。
「
ぜ
ひ
行
き
た
い
の
だ
」
と
い
て
見
る
剖
道
に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ

い

う

う

笥

持

を

込

め

た

手

抵

を

、

さ

っ

そ

て

し

ま

っ

た

。

削

道

は

た

だ

伎

軒

続

十
七
躍
で
、
町
に
あ
る
問
問
の
ス
く
書
き
、
週
明
あ
て
に
送
っ
た
《
う
の
で
は
な
く
、
礼
唖
作
法
を
軍

日一

叫ん

{第 3樋郵慣物認可

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
同
悼
の

質
問
に
ち
え
る
Q
&
Aを
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
何
か
置
聞
が
あ
り
ま

し
た
ち
、
ど
し
ど
し
開
山
県
富
へ
と

組
組
下
さ
い
。

。
底
に
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の
木

が
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
唄
収
哩
し

た
ち
い
い
で
す
か
り
(横
浜

C
e
S
)

Q

ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の
よ
手
な
平

し
方
を
教
一
え
て
下
さ
い

(東
京
・

M
・
H
)

A

今
回
は
、
ベ
イ
リ
プ
ス
に

つ
い
て
の
質
問
r卓
み
と
め
て
宅
よ

し
た
n

用
丘
で
は
、
家
庭
の
麿
木

と
し
て
月
梓
樹
宰
哩
え
て
い
歪
刀

が
多
い
よ
つ
で
す

第 954号

月
桂
樹
の
一
惑
は
、
肉
り
輿
み
間

し
用
ス
パ
イ
ス
と
し
て
利
用
し
ま

す
。
和
名
は
「
月
桂
樹
の
車
」
、

英
名
「
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
」
、
仏
名

を
「
ロ
l
リ
エ
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
木
は
ク
ス
ノ
キ
科
の
常
眠

樹
で
、
一
年
中
相
色
の
轄
を
つ
け

て
い
よ
す
。
四
月
1
七
月
に
か
け

て
若
葉
が
山
山
占
す
か
翌
年
の
二
月

明
に
は
青
葉
の
一
ニ
，
p
五
倍
の
ー
大
き

さ
に
成
量
し
ま
す
。

葉
の
十
八
費
量
ほ
融
問
に
も
変
化

し
ま
す
か
、
東
の
組
織
中
に
含
ま

れ
て
い
る
情
柏
崎
分
は
、
若
葉
の

方
が
比
車
的
に
か
な
り
多
く
南
ま

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
補
油
成

分
を
活
用
す
る
ス
パ
イ
ス
と
し
て 砂27‘

は
若
環
の
方
が
喜
性
が
強
く
良

い
こ
と
に
な

2
守
。
そ
の
た
め
、

ス
パ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
拡
張
曜
を
盟

国
間
と
し
て
い
$
守
。

よ
く
閤
型
婦
の
人
選
は
『
月
睡

樹
の
葉
は
、
乾
慢
す
る
と
吾
り
が

強
く
な
る
』
と
い
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

1
1
0
ベ
イ
リ
l
ベ
ス
の
曜
を
乾

揮
し
で
も
決
し
て
糟
油
成
分
は
増

も
え
ま
せ
ん
。
襲
を
乾
踊
さ
せ
る
と
、

束
中
に
含
ま
れ
て
い
争
水
分
が
斑

苑
し
ま
す
が
、
そ
の
と
主
分
と

と
も
に
青
臭
い
成
分
(
低
糊
点
の

成
分
)
が
一
拍
に
用
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
結
問
問
、
ス
パ
イ
ス
の

特
曲
的
な
柄
曲
成
分
の
番
り
が
強

く
感
じ
色
れ
、
あ
た
か
も
間
同
成

分
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
感

Uる

の
で
す
。
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の
一首
い
若
葉
を

そ
の
ま
ま
料
開
に
使
う
方
が
い
ま

す
が
、
禁
の
南
山
間
い
芳
否
を
生
か

す
岨
明
白
な
ら
と
も
か
く
、
同
の
且

み
を
と
る
白
的
な
円
、
蛇
醸
し
た

も
の
を
煙
っ
た
方
が
到
果
的
で

は
緑
色
を
し
で
い
ま
す
か
、
己
れ

が
古
く
な
る
と
、
瓶
な
ど
の
容
岩

す。
乾
揮
し
た
て
の
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス

ろが最適

ベイリーブスの収穫期

、宇

、ー若葉の

毎日 6時間の猛げいこ。「剣道が大好きなので、
ちっとも辛〈なし、Jと梧るスターニャ

ん
じ
る
興
の
聞
い
ス
ポ
ー
ツ
。
昇
帳
、

昇
段
帯
査
で
は
、
訟
告
に
の
ぞ
む
礼

慣
や
所
作
が
品
目
咽
正
視
さ
れ
、
置
と
合

わ
せ
て
審
査
さ
れ
る
。

竹
刀
や
待
面
や
胴
衣
、
小
予
な

ど
の
防
具
も
初
め
て
見
石
も
の
ば
か

り
だ
っ
た
が
、
「
削
湿
の
方
が
、
柔

道
や
空
手
よ
り
恒
雄
な
ス
ポ
ー
ツ
に

見
え
、
離
し
い
も
の
に
挑
睡
し
た
い

と
思
っ
た
」
と
い
う
の
が
、
車
直
な

思
想
。
し
か
し
、
実
聞
に
け
い
古
を

抽
め
て
み
る
と
、
そ
の
一
臨
し
さ
が
日

々
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ
れ

だ
け
に
輿
の
深
い
剣
道
に
い
っ
そ
う

ひ
か
れ
、
事
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

週
明
で
の
日
幌
は
四
時
半
に
組

床
、
月
、
木
、
金
は
、
新
木
場
に
あ

る
略
円
相
庁
武
道
館
の
朝
げ
い
古
に
出

か
け
、
午
睡
四
時
か
ろ
は
久
明
信
で

下
叫
た
ち
と
、
七
時
か
ろ
は
大
人
の

門
下
生
と
と
も
に
け
い
古
。
内
答
は

累
極
り
、
掛
り
げ
い
吉
、
切
り
起
し

な
ど
腕
し
い
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
糊

り
丞
し
、
み
っ
ち
り
と
融
習
。
「
廿

い
古
時
聞
は
垣
日
六
時
間
ぐ
色
い
」

と
い
う
。
乙
の
ほ
か
世
道
や
居
合
逼

も
岬
門
の
先
生
に
つ
い
て
一
習
っ
て
い

る寸
け
い
古
熱
心
な
の
で
腕
の
方
も
メ

キ
メ
キ
よ
が
り
、
来
日
し
て
約
半
年

で
す
で
に
剣
道
、
杖
道
一
組
、
属
由

週
初
段
を
町
師
、
己
の
一
月
に
は
剖

回
以
初
段
に
挑
一
戦
す
る

「
掲
力
家
だ
し
、
剣
道
に
取
り
組

む
哩
岨
聞
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
ま
占
管
付
を
掴
め
は
、
す

ば
ら
し
い
則
遁
家
に
な
れ
る
」
と
、

久
保
担
最
も
太
監
判
を
押
す
ほ
ど
も

外
国
か
ら
の
就
労
一
生
も
多
い
中
で

「
そ
の
時
聞
を
け
い
凸
に
あ
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
さ
せ
た
い
」

と
い
う
舘
畏
や
閥
凶
の
人
々
の
温
か

い
は
か
ら
い
で
、
道
端
平
ホ
l
ム
ス

に
入
っ
て
い
て
も
、
間
々
か
っ
色

に
な
っ
て
き
ま
す
。
己
れ
は
、
情

油
成
分
や
色
需
成
分
な
と
か
、
紫

外
幅
に
よ
っ
て
一
変
化
す
る
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
己
れ
は
光
り
当
官
口

な
い
密
閉
容
器
に
入
れ
て
拍
く
と

防
ぐ
と
と
が
で
き
ま
す
。

保
存
す
る
と
曜
の
眠
の
色
が
変

化
し
ま
す
の
で
、
嗣
の
色
が
昨

か
な
も
の
慢
と
良
い
ス
パ
イ
ス
と

思
い
こ
み
、
組
色
に
己
だ
わ
り
、

月
桂
描
閣
の
揮
を
お
革
の
製
法
と
同

じ
揮
に
乾
醸
し
て
、
口
開
色
を
保
つ

方
が
い
ま
す
。
右
暴
を
4

度
程
惜
し

留
で
蒸
し
て
乾
慢
す
る
方
法
で

す
。
乙
う

k
aす
と
、
確
か
に
聾

の
鮮
か
な
掴
色
は
保
て
ま
す
が
、

己
の
方
法
侵
良
い
方
法
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
ス
パ
イ
ス
の
生
命
と
い
う
べ
き

精
油
成
分
が
加
熱
さ
れ
、
薫
気
に

よ
っ
て
か
な
り
薫
発
し
て

k
ま
J

か
ら
で
す
。
己
れ
は
葉
を
白
睡
で

干
し
た
も
の
と
、
荒
し
た
も
の
を

噛
ん
で
比
較
し
て
み
ま
す
と
よ
く

分
か
り
ま
す
。
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
の

魚屋との談判成功
腐っていたオマール海老
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ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

の

巻

⑥

オ

マ

l
ル
エ
ピ

か
色
と
、
怒
り
が
込
み
上
げ
て
く

る
。
そ
れ
に
ま
た
日
本
人
が
だ
ま

さ
れ
た
ら
大
変
、
己
れ
は
絶
対
に

間
判
に
行
く
べ
き
だ
と
快
曹
す

オ
ラ
ン
曙
で
捕
れ
る
も
の
で
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
オ
マ

1
ル

エ
ピ
で
あ
る
。
シ
ー
ズ
ン
は
一
一
一
月

を

2
ハ
月
頃
で
、
体
畳
は
五
十
句

も
あ
る
。
伊
勢
エ
ビ
に
比
べ
、
は

さ
み
が
ザ
リ
ガ
ニ
に
似
て
大
き

し
例
の
7
ル
シ
ヱ

・
ミ
ッ
シ
ェ
レ

の
地
下
に
子
供
の
手
を
引
い
て
干

り
て
月
一
一
付
く
と
、
口
髭
を
た
く
わ
え

た
曲
慢
の
お
っ
さ
ん
が
待
ち
受
け

て
い
る
。
い
い
力
そ
が
来
た
わ
い

と
思
っ
た
の
か
、
大
き
な
エ
ピ
を

ぐ
っ
と
つ
か
み
、
足
を
ヒ
ョ
イ
ヒ

ョ
イ
ル
働
か
し
て
、
「
生
き
て
る

よ
。
申
+
さ
主
ぜ
民
」
専
と
冨
う
の

で
、
払
は
て
っ
き
り
生
き
て
い
る

も
の
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

実
は
あ
や
つ
り
人
形
の
障
に
、
指

先
で
エ
ビ
事
掛
か
し
て
い
た
に
遣

い
な
い
。

家
に
陥
る
と
、
夫
が
、
「
こ
れ

は
と
っ
く
に
と
臨
時
だ
ぞ
。
ろ
く

に
見
b
し
な
い
で
ロ
う
か
ち
だ
」
可

歪
言
、
金
属
の
慌
函
器
で
ゆ
で

た
ら
、
中
島
が
ド
ロ
ド
口
に
庖
け

だ
し
、
罪
い
立
派
な
昭
だ
け
が
残

っ
た
'
山
門
H
Uデ
ィ
ナ
ー
ル
(
当

時
で
一
一
万
四
千
円
)
も
し
た
ん
だ

惨事唱

一口メモ

犠時
オマ-)しくウミザリガ二割〉

35;'くらし市、ら大さいのは印F
にもなる。ザリガニのような大
きな爪が特曲。カナダやアメリ

カに分布している。色は暗暗色

で、ボイJレすると鮮かな蔀色に

なる。

国
で
初
の
汐
女
性
剣
士
山
H

を
夢
見
て

テ
ィ
先
で
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
国
と
し
て
事
む
己
と
に
な
っ
た
チ
ェ
と
ニ
γ
コ
リ
。
今
後
、
日
本
で
二
年

道
、
茶
道
、
品
湿
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
コ
ス
ロ
パ
キ
ア
。
固
で
は
経
簡
が
潔
聞
ぐ
ら
い
か
り
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

な
口
本
文
化
に
も
胆
れ
て
い
る
。
到
な
嗣
題
ど
な
っ
て
お
り
、
就
職
離
を
学
び
「
帰
国
後
は
、
自
分
の
武
道

当
句
ま
る
で
わ
か
ち
な
か
っ
た
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
「
私
は
自
明
で
子
供
た
ち
に
剣
道
を
駒
郡
え
る
と

日
本
語
も
、
教
え
て
も
ら
っ
た

A
T
分
で
武
道
場
を
開
く
か
色
大
丈
夫
」
と
が
事
」
だ
と
い
う
。

ぐ
メ
モ
し
、
辞
書
を
ひ
く
と
い
う
勲
一

l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

心

さ

も

あ

っ

て

?

と

と

平

一

三

i三
庄

三

川

副

州

制

酬

別

世

匡

一
一豊

一

言明

1しな

il--fI三一三一

自
由
化
で
、
ソ
連
と
の
濃
い
問
屋

V
英
国
風
景
の
邑
匠
l
lタ
よ
J

さ
つ
が
入
る
入
場
料
l
n
H
E
円

を
絶
ち
、
自
力
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ニ

l
銅

版

画

展

空

ナ

ナ

サ

ッ

ク

ス

費

者

マ

サ

一
会
閉

2面
月

2
白
出
i
お
国
間
凶
の
里
帰
り
J
A
Z
Zラ
イ
ブ

n

一時
l
げ
時
吉
田
明
:
富
士
美
術
曲
曹
京

一
(
酔
岡
県
富
士
宮
市
)
内
容
匂
夕
白
時
・

2
同
百
四
国
樹
治
時
泊
分
開

一
l
ナ
i
桂
閉
の
油
彩
画
、
水
彩
画
、
明
暗
所
土
[
樺
寺
「
の
ろ
」
(
由

一
票
屈
を
辰
固
に
し
た
銅
版
画
蝿
「
タ

0
4
2
2
・

ω・
4
9
1
8
チ
ケ

一
l
ナ
l
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
一
作
品
の
ッ
ト
:
町
長
U
O
D
円

(
l
ド
リ
ン
ク

一
中
か
A
涌
点
在
屋
京
入
場
料
大
付
)
=
=
年
前
に
N
-
Yに
用
び
だ

一人

E
6円
、
大
高
等

6
0円
、
し
た
マ
サ
が
一
時
帰
国
し
ま
す
。
彼

一
申
小
生

2
0
0門
主
世
ι

剛
富
士
女
は
大
阪
が
育
て
た
テ
ナ
l
サ
ッ
ク

一
英
問
曲

E
0
5
4
4
・

m・
2
2
0
ス
費
者
。
本
場
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス

一

日

ト

リ

l
ト
Y
ャ
ム
セ
γ
シ
ョ
ン
で
一
層

V
「
幻
舟
」
ア
ン
コ
ー
ル
上
聴

い
た
腕
を
蝿
し
み
ま
せ
ん
か
o
間
合

日
時

2
月
2
自
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新年早守の般ゃぶり宣言でも
いままでは、安を般ごとビールにしτいました。
と二ろ;，'，サントリーは、世界で初出τ安の般をやぶってビールをつくりました。
すると、どうて'しょう。新しい、うまさ、さわやかさ。

今年のビールはこれですhもうすぐ皆様にお届けしまれご期待くださL、。

BEER 
GINJO 
[殻ゃぶり]近白書場

1991年迎春
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